
紫
式
部
を
描

い
た
大
河
ド
ラ

マ「
光
る
君
へ
」

が
始
ま
る
。
著

作「
源
氏
物
語
」

は
長
編
ゆ
え
完

読
に
至
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

そ
ん
な
事
情
を
見
透
か
し
た

「
須
磨
源
氏
」
は
言
い
え
て
妙

で
、「
須
磨
」
の
巻
で
読
む
の

を
諦
め
て
し
ま
う
例
え
だ
。
し

か
し
、
こ
れ
を
「
三
日
坊
主
」

と
同
等
に
扱
う
の
は
如
何
だ
ろ

う
か
▼
こ
の
長
編
を
読
み
通
そ

う
と
す
る
気
構
え
と
有
識
自
体

は
尊
い
。
む
し
ろ
、
奥
深
い
内

容
へ
の
取
り
組
み
は
、
時
に
意

気
軒
高
な
者
で
さ
え
も
息
切
れ

し
や
す
い
、
と
解
し
た
ほ
う
が

良
さ
そ
う
だ
▼
当
協
会
は
昨
年

設
立
50
周
年
を
迎
え
た
。
礎
に

続
き
、
今
後
の
協
会
活
動
の
道

の
り
は
長
い
。
歯
科
の
環
境
は

依
然
厳
し
く
、
捗
々
し
い
待
遇

改
善
を
体
感
で
き
な
け
れ
ば
臨

床
へ
の
意
欲
に
陰
り
が
出
る
か

も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と

し
て
も
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

守
る
活
動
に
お
い
て
肝
要
な
こ

と
は
、
常
に
道
半
ば
、
未
完
を

意
識
し
な
が
ら
、
将
来
へ
つ
な

げ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

▼
協
会
の
堅
実
な
歩
み
は
復
読

し
な
が
ら
、
着
実
に
頁
を
進
め

る
姿
に
通
じ
よ
う
。
今
年
の
初

日
の
出
は
、
当
協
会
の
新
た
な

半
世
紀
を
照
ら
す
門
出
の
暁
に

な
ぞ
ら
え
た
い
も
の
だ
。（
三
）

青き富士山 撮影　早坂 美都 （世田谷区）撮影　早坂 美都 （世田谷区）

　
２
０
１
７

２
０
１
７
年年
６６
月
の
定
期
総
会
で
会
長
を
拝
命

月
の
定
期
総
会
で
会
長
を
拝
命

し
、
し
、
７７
回
目
の
年
頭
所
感
と
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

回
目
の
年
頭
所
感
と
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
昨
年
の
年
頭
所
感
で
本
会
会
員
数

　
一
昨
年
の
年
頭
所
感
で
本
会
会
員
数
５５
千千
937937

名
、
昨
年

名
、
昨
年
１１
月
で
は

月
で
は
５５
千千
951951
名
と
順
調
に
会
員
数

名
と
順
調
に
会
員
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
し
て
き
ま
し

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
昨
年

た
。
さ
ら
に
昨
年
６６
月
に
は

月
に
は
６６
千
名
の
区
切
り
を

千
名
の
区
切
り
を

超
え
、

超
え
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年年
1212
月月
１１
日
時
点
で

日
時
点
で
６６
千千
3030
名名

の
会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
内
の
歯
科
医

の
会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
内
の
歯
科
医

師
の
任
意
団
体
と
し
て
、
昨
年
も
多
く
の
先
生
に

師
の
任
意
団
体
と
し
て
、
昨
年
も
多
く
の
先
生
に

ご
入
会
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
会

ご
入
会
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
会

員
増
に
は
、
既
会
員
の
先
生
方
か
ら
の
多
く
の
ご

員
増
に
は
、
既
会
員
の
先
生
方
か
ら
の
多
く
の
ご

紹
介
が
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
先
生
方
の

紹
介
が
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
先
生
方
の

ご
協
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ご
協
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

未
入
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
入

未
入
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
入

会
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

会
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
会
の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

の
で
、
入
会
の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　
特
に
、

　
特
に
、
２
０
２
０

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
患
者
が
減
少

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
患
者
が
減
少

し
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
、
歯
科
医
療
機
関
の
多
く

し
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
、
歯
科
医
療
機
関
の
多
く

が
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
会
会
員
の
会

が
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
会
会
員
の
会

費
を
費
を
３３
カ
月
分
免
除
す
る
直
接
的
支
援
と
、
国
や

カ
月
分
免
除
す
る
直
接
的
支
援
と
、
国
や

都
の
助
成
金
な
ど
へ
の
申
請
を
支
援
す
る
こ
と
な

都
の
助
成
金
な
ど
へ
の
申
請
を
支
援
す
る
こ
と
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
実
施
当
初
か
ら
現

ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
実
施
当
初
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
最
も
重
要
視
し
た
の
は
情
報
共

在
に
至
る
ま
で
、
最
も
重
要
視
し
た
の
は
情
報
共

有
で
し
た
。

有
で
し
た
。

　
本
会
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ

　
本
会
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ

ュ
ー
ス
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ュ
ー
ス
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
効
果
が
あ
っ
た
の
は

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
効
果
が
あ
っ
た
の
は

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
情

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
情

報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
会
員
に
届
け
る
た
め
、
原

報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
会
員
に
届
け
る
た
め
、
原

則
、
週

則
、
週
３３
回
（
月
、
水
、
金
）、
会
員
の
メ
ー
ル

回
（
月
、
水
、
金
）、
会
員
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ

ア
ド
レ
ス
に
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
、
マ
イ
ナ
保

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
、
マ
イ
ナ
保

険
証
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、
電
子
処
方
箋
、
そ
し

険
証
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、
電
子
処
方
箋
、
そ
し

てて
1212
月
に
期
中
収
載
さ
れ
た
「
松
風
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
ブ

月
に
期
中
収
載
さ
れ
た
「
松
風
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
ブ

ロ
ッ
ク
」
の
情
報
な
ど
、「
ど
こ
よ
り
も
早
く
正

ロ
ッ
ク
」
の
情
報
な
ど
、「
ど
こ
よ
り
も
早
く
正

確
に
」
を
心
が
け
て
会
員
と
の
情
報
共
有
を
図
っ

確
に
」
を
心
が
け
て
会
員
と
の
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
歯
科
医
療
に
関
わ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子

　
歯
科
医
療
に
関
わ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子

帳
簿
保
存
法
の
施
行
、
数
カ
月
後
の

帳
簿
保
存
法
の
施
行
、
数
カ
月
後
の
２
０
２
４

２
０
２
４
年年

度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
な
ど
の
「
ト
リ
プ
ル
改
定
」
を
控
え
て
い

等
報
酬
な
ど
の
「
ト
リ
プ
ル
改
定
」
を
控
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
政
府
は
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

ま
す
。
さ
ら
に
、
政
府
は
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ

格
確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
、
そ
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
な
ど
、
数

ン
請
求
、
そ
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
な
ど
、
数

々
の
シ
ス
テ
ム
を
医
療
機
関
に
義
務
化
し
よ
う
と

々
の
シ
ス
テ
ム
を
医
療
機
関
に
義
務
化
し
よ
う
と

準
備
し
て
い
ま
す
。

準
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
直
接
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
会

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
直
接
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
会

員
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
本
会
の
重
要
な
役
割

員
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
本
会
の
重
要
な
役
割

と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
は

と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
は

7070
％
超
の
会
員
に
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

％
超
の
会
員
に
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
100100
％
の
％
の

会
員
へ
の
情
報
共
有
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後

会
員
へ
の
情
報
共
有
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
重
要
な
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま

の
重
要
な
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま

だ
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

だ
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

さ
れ
て
い
な
い
先
生
は
、
本
会
事
務
局
ま
で
ご
連

さ
れ
て
い
な
い
先
生
は
、
本
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

絡
く
だ
さ
い
。

　
本
会
は

　
本
会
は
１
９
７
３

１
９
７
３
年年
４４
月
に
設
立
さ
れ
、
昨
年

月
に
設
立
さ
れ
、
昨
年

設
立
設
立
5050
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
９９
月月
1010

日
に
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
千
代
田
区
）

日
に
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
て
「
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

に
て
「
東
京
歯
科
保
険
医
協
会 

5050
周
年
記
念
企

周
年
記
念
企

画画
こ
れ
か
ら
の
歯
科
を
考
え
る
〜
今
後
も
よ
り

こ
れ
か
ら
の
歯
科
を
考
え
る
〜
今
後
も
よ
り

一
層
頼
り
に
な
る
存
在
と
し
て
あ
る
た
め
に

一
層
頼
り
に
な
る
存
在
と
し
て
あ
る
た
め
に

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
ほ
か
、
他
協
会

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
ほ
か
、
他
協
会

の
関
係
者
、
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
ら
、

の
関
係
者
、
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
ら
、
200200
名名

を
超
え
る
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
半
世
紀
の
歩

を
超
え
る
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
半
世
紀
の
歩

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
将
来
の
展
望
を
語
る
貴

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
将
来
の
展
望
を
語
る
貴

重
な
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

重
な
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
本
会
設
立
か
ら

　
本
会
設
立
か
ら
5050
年
、
そ
の
間
、
多
く
の
会

年
、
そ
の
間
、
多
く
の
会

員
、
関
係
各
位
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

員
、
関
係
各
位
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
一
層
、
患
者
、
国
民
に
良
質
な
歯
科
保

れ
か
ら
も
一
層
、
患
者
、
国
民
に
良
質
な
歯
科
保

険
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
一
助
に
な
る
存
在
と

険
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
一
助
に
な
る
存
在
と

し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
も
倍
旧
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

　
今
後
も
倍
旧
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長

坪
田

有
史

会
員
６
０
０
０
名
時
代

今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す

News　ViewNews　View

２

３歯科技工所アンケート結果
歯科技工所の厳しい経営状況が浮き彫りに

　誰しも心の中に自分だけの「富士山」を持っていることでしょう。
東京の街からも、もちろん山からも海からも、どこからでも富士山が見えると、
「あっ！富士山！」と嬉しくなってしまいます。南アルプス白峰三山。北岳
（3,193ｍ）～間ノ岳（3,190ｍ）～農鳥岳（3,026ｍ）を結ぶ、標高3,000ｍ超の天空の
縦走路にて撮った１枚です。今年も、明るい１年になりますように。

i n t r o d u c t i o n

新春号特別インタビュー
料理研究家料理研究家
土井 善晴土井 善晴さんさん

新春企画 会員写真投稿

７６

新春のお慶びを申し上げます新春のお慶びを申し上げます

歯科改定率0.57％増
経営改善には不十分

政策委員長談話／
プラス改定を実感できる実態に
見合った診療報酬改定を切望する

経営・税務相談Q＆A
「措置法２６条」使ってますか？

５

教えて！会長!!「ＰＥＥＫ冠の基本的な考え方」 ８

新 点 数 説 明 会 の ご 案 内会 の ご 案 内
➡２面へ

若手会員座談会「なぜ、私が協会に」

退き際の思考 歯科医師をやめる
中野 多美子さん―後編―

10

年頭所感年頭所感

（１） 第６４６号 ２０２４年（令和６年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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協
会
は
12
月
17
日
、
理
事
・

部
員
政
策
学
習
会
を
開
催
し

た
。
本
学
習
会
は
年
一
回
、
役

員
、
部
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を

対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回

は
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

24
年
度
改
定
で
は
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
に
関
す
る
評

価
や
院
内
感
染
防
止
対
策
、
歯

科
疾
患
の
重
症
化
予
防
な
ど
、

多
く
の
歯
科
医
療
機
関
に
関
わ

る
項
目
が
改
定
の
論
点
に
あ
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
点

な
ど
を
整
理
し
た
。
外
来
環
や

か
強
診
の
施
設
基
準
の
見
直

し
、
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維

持
管
理
料
の
対
象
の
見
直

し
、
お
よ
び
廃
止
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
、
厚
労
省
へ
の
要

請
を
鑑
み
つ
つ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
14
回
理
事
会
で
は
、「
歯

科
・
電
子
カ
ル
テ
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
学
習
会
を
開
催
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
の
現
状

と
必
須
要
件
、
個
人
別
の
管
理

シ
ス
テ
ム
、
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
、
利
用
履
歴
の
管
理
や
パ
ス

ワ
ー
ド
管
理
の
重
要
性
、
今
後

の
見
通
し
な
ど
を
講
師
の
矢
嶋

研
一
氏
（
矢
嶋
歯
科
医
院
長
）

が
解
説
し
た
。

現
在
、
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２

年
と
23
年
の
「
骨
太
の
方
針
」

で
レ
セ
プ
ト
や
電
子
カ
ル
テ
な

ど
医
療
全
般
の
情
報
を
全
国
で

共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
創
設
や
、
医
療
・
介
護
分

野
で
の
医
療
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
推
進

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
23
年

６
月
に
は
厚
労
省
か
ら
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程
表
が

示
さ
れ
、
30
年
ま
で
に
標
準
型

電
子
カ
ル
テ
を
義
務
化
す
る
と

し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
６

版
」
へ
の
対
応
、
タ
イ
ム
ス
タ

ン
プ
機
能
、
電
子
カ
ル
テ
の
３

原
則
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
た
。
協
会
で
は

医
療
分
野
の
Ｄ
Ｘ
化
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

歯
科
改
定
率

歯
科
改
定
率
００
・・
5757
％
増
％
増

　

経
営
改
善
に
は
不
十
分

　

経
営
改
善
に
は
不
十
分 

厚
生
労
働
省
は
、
12
月
20
日
に
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
、
改
定
率
を
発
表
し
た
。
本
体
の
診
療
報
酬
改
定
率
は

プ
ラ
ス
０
・
88
％
、
各
科
の
改
定
率
は
、
歯
科
が
プ
ラ
ス
０
・
57

％
、
医
科
が
プ
ラ
ス
０
・
52
％
、
調
剤
が
プ
ラ
ス
０
・
16
％
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
薬
価
や
材
料
価
格
を
含
め
た
全
体
の
改
定
率
と

し
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
０
・
12
％
（
協
会
試
算
）
で
あ
り
、
歯
科
医

療
費
の
総
枠
拡
大
を
求
め
て
い
る
当
協
会
と
し
て
は
、
不
十
分
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
改
定
率
で
あ
る
。

12
月
15
日
に
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
以
下
、
中
医

協
）
が
開
催
さ
れ
、
24
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
「
歯
科
医

療
（
そ
の
３
）」
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
５
つ
の
内
容
が

議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。

厚
労
省
は
12
月
20
日
、２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
の
改
定
率

に
つ
い
て
、診
療
報
酬
本
体
は

0
・
88
％（
国
費
約
800
億
円
）と

な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。前

回
の
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬

本
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
０
・

43
％
で
、前
回
よ
り
僅
か
に
０

・
45
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
が
、

診
療
報
酬
全
体
の
改
定
率
は
薬

価
等
と
材
料
料
が
１
・
０
％
引

き
下
げ
ら
れ
た
結
果
、０
・
12

％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
な
っ

た
。武

見
敬
三
厚
労
相
は
こ
の

間
、
医
療
・
福
祉
分
野
の
労
働

者
約
900
万
人
の
賃
上
げ
の
必
要

性
を
主
張
し
て
き
た
。
だ
が
、

こ
の
改
定
率
で
は
、
物
価
高
騰

へ
の
対
策
や
人
材
確
保
、
医
療

・
福
祉
分
野
に
従
事
す
る
者
の

処
遇
改
善
に
は
程
遠
い
診
療
報

酬
改
定
率
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

▼
歯
科
は
０
・
57
％
と
低
い
　

　
改
定
率
に
抑
え
ら
れ
る

今
回
の
歯
科
改
定
率
は
０
・

57
％
と
な
っ
た
。
歯
科
は
２
０

１
４
年
以
降
１
％
に
も
満
た
な

い
低
い
改
定
率
に
抑
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
当
会
は
政

府
・
行
政
に
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
を
要
望
し
て
き
た
。
し

か
し
、
政
府
官
邸
と
財
務
省
が

主
導
す
る
医
療
抑
制
政
策
に
よ

り
、
厳
し
い
改
定
率
と
な
っ

た
。
長
期
化
す
る
医
療
用
物
資

の
高
騰
や
患
者
の
受
診
抑
制
が

慢
性
化
し
、
現
場
か
ら
は
歯
科

医
院
経
営
の
苦
し
い
声
が
挙
が

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
医
療
現

場
で
は
処
遇
改
善
に
努
め
て
き

た
。
だ
が
今
回
の
改
定
率
の
う

ち
、
40
歳
未
満
の
勤
務
医
師
・

勤
務
歯
科
医
師
・
薬
局
の
勤
務

薬
剤
師
、
事
務
職
員
、
歯
科
技

工
所
等
で
従
事
す
る
者
の
処
遇

改
善
に
対
す
る
措
置
分
は
わ
ず

か
０
・
28
％
程
度
し
か
含
ま
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
こ
れ
以

上
の
処
遇
改
善
を
続
け
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

▼
点
数
の
付
け
替
え
で
は
解
決

　
し
な
い

今
ま
で
も
、
財
源
を
補
填
す

る
た
め
に
既
存
の
点
数
を
下
げ

て
新
た
な
項
目
に
付
け
替
え
る

の
み
で
総
点
数
は
変
わ
ら

ず
、
プ
ラ
ス
改
定
の
実
感
を
味

わ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

も
、
既
に
そ
の
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
る
。
材
料
費
や
賃
料
、

人
件
費
は
う
な
ぎ
上
り
で
あ

り
、
経
営
維
持
の
た
め
に
は
休

日
返
上
ま
た
は
診
療
時
間
を
延

長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
歯
科
医
療
を
目
指
す

若
者
に
夢
を
抱
か
せ
、
患
者
さ

ん
に
必
要
な
歯
科
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
な
診
療
報
酬
改
定

を
望
む
。２

０
２
３
年
12
月
22
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

政
策
委
員
長
松
島
良
次

表１個別指導後の措置の推移（※中断中など未措置のものを除く）
指導後の
措置（件数）概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 合計数

2018年度 1 40 34 0 75
2019年度 2 18 53 1 74
2020年度 3 17 16 0 36
2021年度 0 18 5 0 23
2022年度 2 39 35 0 76
表２ 新規個別指導後の措置の推移（※中断中など未措置のものを除く）
指導後の
措置（件数）概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 合計数

2018年度 69 219 18 0 306
2019年度 64 224 22 0 310
2020年度 29 64 0 0 93
2021年度 13 30 2 0 45
2022年度 88 233 13 0 334

関
東
信
越
厚
生
局
東
京
事
務

所
に
行
っ
た
行
政
文
書
の
開
示

請
求
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
度

の
個
別
指
導
の
結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
個
別
指
導
は
76
件

2024 年度診療報酬改定  新点数説明会
開催のご案内第１回新点数説明会

＠文京シビック大ホール

第２回（在宅）新点数説明会

＠なかの ZERO 大ホール

第３回新点数説明会

＠なかの ZERO 大ホール

　６月から施行となる２０２４年度診療報酬改定に伴い、
協会では新点数説明会を上記日程で開催します。診療報酬
改定の度に行われる本説明会は毎回好評で、多くの先生に
ご参加いただいております。
　参加は事前申し込み制で、２月から申し込みフォームを
公開します。詳細の発表まで今しばらくお待ちください。

▼前回開催時も多くの
　会員が足を運んだ

２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
個
別
指
導
結
果

年
度
個
別
指
導
結
果

開
示
請
求
で
明
ら
か
に

開
示
請
求
で
明
ら
か
に

24
年
度
改
定
の
問
題
点
・

厚
労
省
要
請
の
方
向
性
論
議

電
子
カ
ル
テ
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
を
学
ぶ

プ
ラ
ス
改
定
を
実
感
で
き
る

実
態
に
見
合
っ
た
診
療
報
酬
改
定
を
切
望
す
る

（
中
断
中
な
ど
未
措
置
の
も
の

を
除
く
）
実
施
さ
れ
、
措
置
と

し
て
は
「
概
ね
妥
当
」
が
２

件
、「
経
過
観
察
」
が
39
件
、

「
再
指
導
」
が
35
件
と
い
う
結

〇全 体　－0.12％ ※協会試算
　　　　　（本体＋０．８８％、薬価等－1.00％）
各科改定率各科改定率    〇歯 科 +0.57％
　　　　　　〇医 科　+0.52％
　　　　　　〇調 剤　+0.16％

⑴
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
に

　
係
る
評
価

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
を

評
価
す
る
た
め
に
は
、
小
児
期

か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
コ

ー
ス
に
応
じ
た
口
腔
管
理
を
さ

ら
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
的
・
定
期
的
な

管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
評
価
や
小
児
に
求
め
ら

れ
る
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
役

割
を
踏
ま
え
た
研
修
の
導
入
、

在
宅
医
療
専
門
の
医
療
機
関
と

の
差
別
化
、
歯
科
訪
問
診
療
が

可
能
な
体
制
を
確
保
し
て
い
る

（
連
携
体
制
の
整
備
を
含

む
）
こ
と
な
ど
を
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
中
医
協
委
員

か
ら
は
、
小
児
の
発
育
過
程
を

踏
ま
え
た
歯
科
診
療
を
行
う
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
し
、
加
え

ら
れ
た
要
件
に
よ
り
現
場
が
混

乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮
を
求
め

る
声
が
あ
っ
た
一
方
で
、
か
強

診
の
医
療
機
関
に
通
院
し
て
い

る
と
の
認
識
が
患
者
に
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
名
称
自
体
の
変

更
を
求
め
る
声
や
小
児
の
心
身

の
特
性
に
関
す
る
研
修
の
必
要

性
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。

⑵
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る

　
評
価

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加

算
に
お
い
て
、
院
内
感
染
対
策

と
医
療
安
全
の
評
価
が
混
在
し

て
い
る
こ
と
の
整
理
・
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
で

き
、
今
後
の
新
興
感
染
症
等
が

発
生
・
ま
ん
延
し
た
際
の
歯
科

医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
進
め

る
観
点
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
中
医
協
委
員
か
ら
は
、

院
内
感
染
対
策
や
医
療
安
全
の

評
価
は
現
行
で
は
十
分
で
は
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
歯
科
医
療

提
供
体
制
の
維
持
に
支
障
を
来

さ
な
い
よ
う
に
評
価
を
求
め
る

声
が
あ
っ
た
一
方
で
、
点
数
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
苦
言
を
呈

す
る
声
も
あ
っ
た
。

⑶
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に

　
係
る
評
価

う
蝕
の
重
症
化
予
防
に
対
す

る
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
治
療
、

歯
周
病
の
重
症
化
予
防
に
対
す

る
歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

（
Ｐ
重
防
）
と
歯
周
病
安
定
期

治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）、
口
腔
機
能

に
関
す
る
内
容
を
踏
ま
え
た
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
踏

ま
え
た
歯
科
衛
生
実
地
指
導
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い

て
、
評
価
の
見
直
し
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
中
医
協
委

員
か
ら
は
、
新
設
間
も
な
い
歯

周
病
重
症
化
予
防
治
療
に
つ
い

て
、
普
及
状
況
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
で
見
直
さ
れ
た
場
合
の

現
場
の
混
乱
を
懸
念
す
る
声
な

ど
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
歯
科

衛
生
実
地
指
導
は
、
時
間
要
件

の
廃
止
や
口
腔
機
能
面
を
指
導

し
た
場
合
の
評
価
を
求
め
る
声

も
あ
っ
た
。

⑷
電
話
や
情
報
通
信
機
器
を
用

　
い
た
歯
科
診
療

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
時
的

な
取
扱
い
で
評
価
さ
れ
て
い

た
電
話
や
情
報
通
信
機
器
を
用

い
た
歯
科
診
療
に
つ
い
て
、
実

施
状
況
を
踏
ま
え
た
評
価
の

あ
り
方
や
か
か
り
つ
け
歯
科

医
と
連
携
し
た
遠
隔
医
療
な

ど
が
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
中
医
協
委
員
か
ら
は
、

歯
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
推
奨
す
る
声
や
小
児
の

口
腔
機
能
管
理
や
、
高
齢
者

の
口
腔
機
能
管
理
に
お
け
る

指
導
や
訓
練
の
経
過
確
認
の

手
段
と
し
て
有
効
的
で
あ
る

と
の
声
が
あ
っ
た
。

⑸
歯
科
固
有
の
技
術
等

小
児
の
外
傷
歯
の
保
護
を
目

的
と
し
た
口
腔
内
装
置
の
評

価
、
口
腔
機
能
低
下
症
の
患

者
へ
の
舌
接
触
補
助
床
の
対

象
拡
大
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
伴

う
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
に
対
す

る
口
腔
細
菌
定
量
検
査
の
適

用
拡
大
や
非
経
口
摂
取
患
者

口
腔
粘
膜
処
置
の
対
象
患
者

の
見
直
し
、
歯
科
口
腔
外
科

領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
技
術

の
新
た
な
評
価
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
を
含
む
歯
科
技
工
士
と

歯
科
医
師
の
連
携
の
評
価
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
用

範
囲
の
拡
大
、
ク
ラ
ウ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理
料
の
考

え
方
、
不
正
咬
合
の
疑
い
が

あ
る
と
学
校
歯
科
健
診
で
判

断
さ
れ
た
患
者
の
歯
科
矯
正

に
係
る
考
え
方
な
ど
、
複
数

項
目
の
提
案
が
さ
れ
た
。

今
回
の
議
論
を
踏
ま
え
、
１

月
以
降
に
武
見
敬
三
厚
労
相

が
中
医
協
に
対
し
て
諮
問
を

行
い
、
答
申
さ
れ
る
と
24
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
が

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

果
で
あ
っ
た
（
表
１
）。
ま

た
、
新
規
個
別
指
導
は
、
334
件

（
中
断
中
な
ど
未
措
置
の
も
の

を
除
く
）
実
施
さ
れ
、「
概
ね

妥
当
」
が
88
件
、「
経
過
観

察
」
が
233
件
、「
再
指
導
」
が

13
件
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た

（
表
２
）。

協
会
で
は
、
１
月
14
日
㈰
に

保
険
診
療
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

や
カ
ル
テ
記
載
、
請
求
方
法
、

自
費
と
保
険
の
考
え
方
を
解
説

す
る
新
規
開
業
医
講
習
会
を
開

催
す
る
（
５
面
参
照
）。
こ
れ

か
ら
開
業
を
検
討
し
て
い
る
先

生
や
、
も
う
一
度
保
険
診
療
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
先
生
、
勤

務
医
の
先
生
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

2 0 2 4 年 度 診 療 報 酬  改 定 率2 0 2 4 年 度 診 療 報 酬  改 定 率

理
事
・
部
員
政
策
学
習
会

理
事
会
学
習
会

開 催

12月
　 17日

10月
　 27日
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個
人
で
は
低
所
得
、

個
人
で
は
低
所
得
、

　
長
時
間
労
働
の
実
態

　
長
時
間
労
働
の
実
態

今
回
は
３
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
（
以
下
、
前
回
）
で
は
対
象

外
と
し
た
多
摩
地
区
の
歯
科
技

工
所
（
以
下
、
技
工
所
）
も
含

め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。開

設
者
の
年
齢
は
60
歳
代
が

最
も
多
く
、
次
い
で
50
歳
代
、

40
歳
代
の
順
と
な
っ
た
。
ま

た
、
前
回
と
比
べ
60
歳
代
以
上

の
割
合
は
45
・
５
％
か
ら
52
・

５
％
と
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。
開
業
形
態
は
個
人
が
64
・

５
％
、
法
人
が
34
・
０
％
で
、

前
回
か
ら
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
年
齢
が
高
く
な

る
ほ
ど
個
人
開
業
が
多
い
傾
向

が
見
ら
れ
た
。

　現在、各メディアで歯科技工所の経営が厳しい状況にあることが報道されている
通り、低収入・経営難が恒常化し、若手歯科技工士の離職率も高い状態が続いている。
歯科技工士養成学校の閉鎖も相次ぐなど、10年後には「歯科技工の担い手がいなくな
るのでは」との指摘もある。
　このような状況に対し、協会では歯科技工士および歯科技工所が直面する問題
の解決に向け、2020年にアンケートを行い、国や都に歯科技工士および歯科技工
所の待遇改善の要請などに活用した。それから３年が経過し、この間、新型コロナ
ウイルス感染症や物価の高騰などの影響により、歯科医療界全体も苦しい経営状
況が続いている。このような現状における問題解決のため、改めて歯科技工所の
現状を理解・共有することが必要であると考え、協会では2023年９月１日から10月
５日にかけて、東京都内1,606施設の歯科技工所に対し、アンケート用紙を送付し、
265施設より回答が寄せられた。回収率は16.5％であった。

歯科技工所の歯科技工所の厳しい経営状況厳しい経営状況が浮き彫りにが浮き彫りに

「歯科技工所アンケート」「歯科技工所アンケート」の集計結果がまとまるの集計結果がまとまるの集計結果がまとまる 無回答
6.4％

601 万円以上
17.4％

501 ～ 600 万円

9.8％

401 ～ 500 万円
4.5％

301 ～ 400 万円
13.2％

201～ 300 万円
19.3％

200 万円以内
29.4％

昨年の
可処分所得
（総売上 - 経費 おおよその年額）

図１

0 50 100 150

その他

今のままで良い

保険制度内での
技工料の明確化

保険請求の
技工所直接請求

７対３の徹底

152(57.4％)

121(45.7％)

92(34.7％)
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図３ 今後望まれる方向（N=265、複数回答）

(57.4％)
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無回答

自費が
50％を超える

保険と自費の
割合が半分

保険が
50％を超える

無回答

601 万円以上

501 ～ 600 万円

401 ～ 500 万円

301 ～ 400 万円

201 ～ 300 万円

200 万円以内

  

図２ 可処分所得（技工物の保険と自費割合別）
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技
工
所
の
規
模
は
歯
科
技
工

士
１
人
の
み
が
45
・
７
％
、
歯

科
技
工
士
１
人
と
事
務
職
員
１

人
が
15
・
１
％
、
合
わ
せ
て
60

・
８
％
の
技
工
所
が
歯
科
技
工

士
１
人
で
あ
っ
た
。
一
事
業
所

当
た
り
の
人
数
が
３
人
以
下
の

技
工
所
が
77
・
７
％
を
占
め
て

お
り
、
小
規
模
な
技
工
所
が
大

半
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

１
週
間
の
労
働
時
間
を
見
る

と
、
全
体
で
は
60
時
間
を
超
え

て
い
る
と
の
回
答
は
34
・
８
％

で
前
回
の
47
・
９
％
よ
り
も
13

・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
ま

た
、
個
人
開
業
の
技
工
所
で
は

１
週
間
の
労
働
時
間
が
50
時
間

以
内
と
の
回
答
が
40
・
0
％
に

と
ど
ま
り
、
１
週
間
の
休
日
に

つ
い
て
は
、
週
１
日
以
下
と
の

回
答
が
66
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
個
人
開
業
の
技
工
所
、
3

人
以
下
の
小
規
模
な
技
工
所
で

労
働
時
間
が
長
い
傾
向
が
見
ら

れ
た
。

可
処
分
所
得
（
図
１
）
を
見

る
と
200
万
円
以
内
が
29
・
４
％

と
最
も
多
く
、
前
回
22
・
３
％

よ
り
も
7
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
た
。
次
い
で
201
〜
300
万
円
が

19
・
３
％
と
な
り
、
合
わ
せ
る

と
48
・
７
％
が
300
万
円
を
下
回

る
所
得
と
回
答
し
た
。
特
に
、

個
人
開
業
で
は
62
・
０
％
が
300

万
円
以
内
の
所
得
と
回
答
し
て

お
り
、
低
所
得
、
長
時
間
労
働

の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
製
作
物

の
保
険
と
自
費
の
割
合
別
で
可

処
分
所
得
（
図
２
）
を
見
る

と
、
400
万
円
以
内
だ
と
保
険
が

50
％
を
超
え
る
と
回
答
し
た
割

合
が
70
％
を
超
え
て
お
り
、
601

万
円
以
上
は
自
費
が
50
％
を
超

え
る
と
回
答
し
た
割
合
が
73
・

９
％
で
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大

す
る
前
（
２
０
１
９
年
）
と
後

（
２
０
２
２
年
）
で
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
は
、
54
・
７
％
が

「
収
入
が
減
っ
た
」
と
回
答
し

た
。
歯
科
医
院
の
経
営
状
況
の

影
響
が
技
工
所
に
も
及
び
、
経

営
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

直
接
請
求
を
望
む
声
が
大
き
い

直
接
請
求
を
望
む
声
が
大
き
い

技
工
物
の
現
行
料
金
と
希
望

料
金
で
は
相
違
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
イ
ン
レ
ー
、
Ｆ
Ｍ

Ｃ
、
硬
質
レ
ジ
ン
前
装
冠
、
チ

タ
ン
冠
で
は
、
保
険
技
工
料
の

７
割
を
求
め
る
意
見
が
多
か
っ

た
。
一
方
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
や
有
床
義
歯
、
鋳
造
二
腕
鉤

で
は
、
保
険
技
工
料
７
割
以
上

の
報
酬
を
求
め
る
回
答
が
多

く
、
保
険
技
工
料
が
低
す
ぎ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
保
険
技
工
物
で
不
採
算
と

思
う
も
の
で
も
、
義
歯
、
イ
ン

レ
ー
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
と
い
う
回
答
が

多
く
、
現
行
料
金
と
希
望
料
金

が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

今
後
望
む
方
向（
図
３
）と
し

て
は
、「
技
工
所
が
保
険
請
求

を
直
接
請
求
」
が
57
・
４
％
と

最
も
多
か
っ
た
。
前
回
も
64
・

５
％
と
最
も
多
く
、
直
接
請
求

を
望
む
声
は
大
き
い
。「
７
：

３
の
徹
底
」よ
り
、「
技
工
料
の
明

確
化
」
の
回
答
が
11
・
０
ポ
イ

ン
ト
高
く
、
現
在
の
診
療
報
酬

自
体
に
も
不
満
が
窺
え
る
。
ま

た
、「
今
の
ま
ま
で
良
い
」
と

い
う
回
答
は
４
・
５
％
と
最
も

低
く
、
現
状
に
不
満
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
後
、
技
工
所
の
経
営
強
化

の
た
め
に
行
う
べ
き
方
策
で

は
、「
自
費
技
工
物
の
製
作
に

力
を
入
れ
る
」
が
29
・
４
％
と

最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
「
経

費
削
減
」
が
27
・
５
％
、「
営

業
活
動
の
強
化
」
が
27
・
２
％

と
な
っ
た
。

若
い
世
代
の
義
歯
の

若
い
世
代
の
義
歯
の

　
受
注
が
少
な
い

　
受
注
が
少
な
い

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
に
よ

る
受
注
に
つ
い
て
は
42
・
３
％

が
保
険
・
自
費
問
わ
ず
受
注
、

11
・
７
％
が
自
費
の
み
受
注

で
、
42
・
６
％
が
受
注
し
て
い

な
い
と
回
答
し
た
。「
自
費
の

み
受
注
し
て
い
る
」
ま
た
は

「
受
注
し
て
い
な
い
」
理
由
は

「
設
備
投
資
が
厳
し
い
」
が
42

・
３
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
採
算
が
合
わ
な
い
」
が
34
・

５
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
個
人

で
は
保
険
と
自
費
を
問
わ
ず
受

注
し
て
い
る
の
が
32
・
３
％
に

対
し
、
法
人
は
60
・
０
％
で
あ

っ
た
。

0 20 40 60 80 100

無回答その他ないある

自費が 50％を

超える

保険と自費の

割合が同じ

保険が 50％を

超える

図４仕事のやりがい（技工物の保険と自費の割合別）

保険が 50％を

図４
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保
険
の
義
歯
に
つ
い
て
は
、

45
・
７
％
が
受
注
し
て
い
る
、

12
・
８
％
が
受
注
を
や
め
た
、

38
・
５
％
が
受
注
し
て
い
な
い

と
回
答
し
た
。
受
注
を
や
め

た
、
受
注
を
し
た
こ
と
が
な
い

理
由
は
「
Cr
・
Br
製
作
が
専

門
」
が
46
・
３
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
採
算
が
合
わ
な

い
」
が
33
・
８
％
で
あ
っ
た
。

法
人
の
受
注
が
42
・
２
％
に
対

し
、
個
人
は
48
・
０
％
で
あ

り
、
法
人
よ
り
も
個
人
の
方
が

受
注
の
割
合
が
多
い
。
年
代
別

で
は
30
歳
代
の
64
・
２
％
、
40

歳
代
の
62
・
８
％
、
50
歳
代
の

66
・
１
％
が
「
受
注
を
や
め

た
」「
受
注
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の

受
注
が
少
な
い
。

自
費
の
義
歯
に
つ
い
て
は
、

48
・
７
％
が
受
注
し
て
い
る
、

10
・
９
％
が
受
注
を
や
め
た
、

35
・
５
％
が
受
注
し
て
い
な
い

と
回
答
し
た
。
受
注
を
や
め

た
、
受
注
を
し
た
こ
と
が
な
い

理
由
は
「
Cr
・
Br
製
作
が
専

門
」
が
44
・
３
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
採
算
が
合
わ
な

い
」
が
16
・
４
％
で
あ
り
、

「
採
算
が
合
わ
な
い
」
と
い
う

回
答
は
保
険
の
義
歯
よ
り
も
割

合
が
少
な
か
っ
た
。
法
人
の
受

注
が
55
・
６
％
な
の
に
対
し
、

個
人
は
45
・
６
％
で
あ
り
、
個

人
よ
り
も
法
人
の
方
が
受
注
の

割
合
が
多
い
。
年
代
別
で
は
30

歳
代
の
50
・
０
％
、
40
歳
代
の

53
・
５
％
、
50
歳
代
の
62
・
９

％
が
「
受
注
を
や
め
た
」「
受

注
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て

お
り
、
保
険
の
義
歯
同
様
に
若

い
世
代
の
受
注
が
少
な
い
。

や
り
が
い
は
あ
る
が

や
り
が
い
は
あ
る
が

　
後
継
者
が
い
な
い
現
状

　
後
継
者
が
い
な
い
現
状

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

は
「
あ
る
」
が
66
・
４
％
と
な

っ
た
。
個
人
よ
り
法
人
の
ほ
う

が
「
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
の

回
答
が
19
・
３
ポ
イ
ン
ト
多

く
、「
や
り
が
い
が
な
い
」
の

回
答
は
13
・
６
ポ
イ
ン
ト
少
な

か
っ
た
。
保
険
と
自
費
の
割
合

別
（
図
４
）
で
は
、
保
険
が
50

％
を
超
え
る
場
合
の
「
あ
る
」

の
回
答
は
61
・
２
％
で
、
自
費

が
50
％
を
超
え
る
場
合
は
76
・

２
％
で
あ
っ
た
。
一
方
で
後
継

者
に
つ
い
て
は
82
・
６
％
が

「
い
な
い
」
と
回
答
し
て
お

り
、
や
り
が
い
は
あ
る
が
後
継

者
が
い
な
い
現
状
が
窺
え
る
。

今
回
の
結
果
は

今
回
の
結
果
は

　
要
請
活
動
な
ど
に
活
用

　
要
請
活
動
な
ど
に
活
用

協
会
で
は
今
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
、
技
工
所
の
厳

し
い
経
営
の
現
状
を
解
決
す
る

た
め
の
議
論
を
深
め
、
行
政
へ

の
要
請
活
動
な
ど
に
活
か
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
集
計
結
果
の
詳
報

は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

今
後
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
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ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

謹賀新年謹賀新年
本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：１月 18 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

2023年分確定申告個別相談会
　2023年分の所得税確定申告にあたり、協会顧問税理士による個別相談会
を行います。歯科に精通した税理士と１時間個別に相談できます。初めて
ご自身で申告される方や、確定申告書の記載について不安がある方、イン
ボイス制度が始まったことで不安を感じている方々は、ぜひご参加くださ
い。
日　時　２月15日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
　　　　（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、
　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分
講　師　協会顧問税理士
定　員　８名（定員になり次第締め切り）
参加費　2,000円
予　約　参加をご希望の方は、お電話にてお問い合わせください。
　　　　（☎ 03―3205―2999)
担　当　経営管理部

 

   
明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３５ 

 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 

   
 
明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３５ 

 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 

FLEXシリーズに電子カルテが新登場
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内� ＊1　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１−29−9 TDビル 
　　　　交　通　JR 山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
	　　　　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分
＊2　東京保険医協会セミナールーム：東京都新宿区西新宿3ー2ー7 KDX新宿ビル4F
＊3　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感染防止
対策講習会」をWebにて開催いたします。
　参加希望の場合はデンタルブックに登録の上、マイページからご予約くだ
さい。決済方法は予約後、メールにてご案内いたします。なお、今講習会は
Zoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、合格した方のみに修了証
をメールにてお送りする予定です。

日　時　１月24日（水）午後１時～２時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催（＊3）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。デンタルブックの登録が必要です。
担　当　経営管理部

デンタルブック
登録・ログインページ

　2023年度の新規個別指導は、開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が
選定されています。指導対策は通知が届く前に、早い段階で準備を進めるこ
とが大切です。次回の新規開業医講習会の開催は、７月以降となるため、こ
れから新規個別指導を受ける先生方はぜひご参加ください。
　講習会では指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本的なルール
やカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。過去の
参加者からは「開業前に参加しておくべきだった」との声も寄せられる内容
です。これから開業を検討している先生や勤務医の先生にもぜひご参加いた
だきたい講習会です。

日　時　１月14日（日）午前10時～午後５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４F（＊1）
定　員　50名
対　象　歯科医師
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員： 30,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
担　当　組織部

新規開業医講習会 新規開業医講習会 

予約フォーム

第第１０１０回 院内感染防止対策講習会 回 院内感染防止対策講習会 

 
経営・税務相談Q＆A

  No.412

A ２　措置法26条を適用した場合は、社会
保険診療収入にかかる必要経費について、
実際に発生した金額の代わりに、下記計算
式により計算した概算経費金額を用います。
「社会保険診療収入 × 概算経費率 + 加算額 
= 概算経費金額」
　概算経費率は下表の通りです。例えば、
社会保険診療収入が3,200万円の場合は、
「3,200万円×62％＋290万円＝2,274万円」
となり、社会保険診療収入にかかる必要経
費が2,274万円未満でも、2,274万円を必要
経費として計上することができます。社会
保険診療収入が多いほど、概算経費率が上
がるため、自院の自費と保険の収入を比較
し、計算式に当てはめ、適用すべきかどう
かを判断してください。
　なお、近々、全国保険医団体連合会が、
措置法26条を含む、開業医のための確定申
告の方法について詳しくまとめた冊子「保
険医の経営と税務2024年版」を発刊予定で
す。申し込み方法は機関紙２月号に掲載し
ます。ご希望の先生はご確認ください。

「措置法２６条」使ってますか？
開業医のための“確定申告”の基本

Q １　知人の開業医から「措置法26条」を
　　適用しているか聞かれた。これはど
　　ういうものか。

A １　租税特別措置法第26条（以下、「措置
法26条」）とは、年間の保険収入が5,000万
円以下である場合には、必要経費額を概算
で計算できるというものです。適用を受け
るためには、以下２点が条件となりますの
で確認してください。
①１年間の保険収入が
　5,000万円以下であること
②自由診療収入を含めた１年間の総収入が
　7,000万円以下であること
　確定申告にて所得を計算する際、収入か
ら必要経費を控除します。通常は、必要経
費は実際にかかった額を実額で積算しま
す。一方、措置法26条を使用すると、実額
ではなく概算で経費計算が可能となりま
す。メリットは、経費計算が楽になること
と、節税効果が期待できることです。
　ただし、実額の経費が概算経費を上回る
場合には、節税効果が得られない場合もあ
りますので注意が必要です。
　措置法26条は、診療報酬の適正化が実現
するまでの暫定措置として、1954年に議員
立法により創設されました。1979年
の改正時には「社会保険診療報酬の
推移、医業の持つ特殊性とその健全
経営の確保等を総合的に配意しつ
つ、合理的な医業税制のあり方をさ
らに検討する」との附帯決議が全会
派一致で国会採択されていますが、
その後、国会で本決議に基づく合理
的医業税制は議論されていません。

社会保険収入（Ａ） 算式

 2,500万円以下 （Ａ）×72％

 2,500万円超　3,000万円以下 （Ａ）×70％＋ 50万円

 3,000万円超　4,000万円以下 （Ａ）×62％＋290万円

 4,000万円超　5,000万円以下 （Ａ）×57％＋490万円

表：「措置法 26 条」を適用した場合の概算経費率計算表

協
会
は
９
～
11
月

に
か
け
て
３
回
、
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・ 

Ｓ

Ｒ
Ｐ
実
習
の
講
習
会

を
開
催
し
た
。
今
年

度
も
、
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
編
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ

（
手
用
ス
ケ
ー
ラ

ー
）
編
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ

（
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ

ー
）
編
の
３
部
構
成

で
実
施
。
講
師
は
東

京
医
科
歯
科
大
学
大

学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
教
授
の
新
田
浩
氏
が
務
め

た
。毎

年
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と

３
回
を
受
講
し
た
参
加
者
か
ら

は
、「
理
論
と
コ
ツ
が
わ
か

り
、
格
段
に
実
力
が
上
が
っ

た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

シャープニング・SRP 実習シャープニング・SRP 実習

の
重
要
性
な
ど
を
解
説
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
「
第
三
者
承

継
を
行
う
た
め
業
者
に
依
頼
を

し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
進
め

て
良
い
も
の
か
」「
子
ど
も
に

引
き
継
ぐ
場
合
、
遡
及
扱
い
と

し
た
ほ
う
が
良
い
か
、
期
間
を

空
け
て
新
規
開
業
と
し
た
ほ
う

が
良
い
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
坪
田
会
長
は
「
第
三
者
承

継
に
つ
い
て
は
一
概
に
正
解
は

な
い
が
、
横
の
つ
な
が
り
で
承

継
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
、
身
近
な
先
生
に
も
相
談
し

て
み
て
ほ
し
い
」「
承
継
は
、

子
ど
も
自
身
の
経
営
方
針
な
ど

も
踏
ま
え
て
考
え
な
い
と
い
け

な
い
。
た
だ
、
親
子
間
で
も
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
引
き
継
ぎ
時
に
は
必
ず

書
面
で
契
約
書
を
作
成
し
た
ほ

う
が
良
い
」
と
回
答
し
た
。

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
事
業
承
継
の
全
体
像
が
理
解

で
き
た
」「
親
子
間
で
話
し
合

っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
後

時
間
を
設
け
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
経

営
管
理
研
究
会
で
は
、
協
会
の

坪
田
有
史
会
長
が
講
演
を
行

い
、
17
名
が
参
加
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
歯
科
医
院
の
事
業
承
継

・
継
承
の
実
態
と
ポ
イ
ン

ト
」。「
承
継
」
と
「
継
承
」
の

違
い
や
、
事
業
承
継
の
メ
リ
ッ

ト
、
実
例
を
用
い
た
事
業
承
継

の
実
態
、
計
画
的
な
事
業
承
継

協
会
で
は
、
他
に
も
接
遇
講

習
会
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
向
け
講

習
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

坪
田
会
長
が
語
っ
た
！

坪
田
会
長
が
語
っ
た
！

  

歯
科
医
院
の
事
業
承
継
・
継
承
の
実
態

歯
科
医
院
の
事
業
承
継
・
継
承
の
実
態

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
経
営
管
理
研
究
会

経
営
管
理
研
究
会

Q ２　措置法26条を使った場合の具体的
　　な計算方法は。

　
講
義
と
実
習
で

　
講
義
と
実
習
で

　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！
な
る
好
評
の
講
習
会
で
、
前
半

に
講
義
、
後
半
は
少
人
数
の
班

に
分
か
れ
、
マ
ネ
キ
ン
を
用
い

た
実
習
を
行
い
、
参
加
者
は
丁

寧
な
指
導
の
下
で
効
果
的
な
手

法
を
習
得
し
た
。
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
、
角
度
や
手
の
動
か

し
方
を
解
説
。
ま
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ

編
で
は
、
音
の
出
方
で
き
ち
ん

と
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
て
い

る
か
を
確
認
す
る
方
法
や
、
超

音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
と
エ
ア
ス
ケ

ー
ラ
ー
の
チ
ッ
プ
の
動
き
の
違

い
を
説
明
。
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ

ー
で
苦
戦
し
て
い
る
参
加
者
は

ハ
ン
ド
ス
ケ
ー
ラ
ー
で
も
同
様

の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ど
ち
ら
も

歯
肉
縁
下
へ
の
当
て
方
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
全

改定ポジションペーパーの検証改定ポジションペーパーの検証

 ～　医歯薬科学的根拠に基づく骨粗鬆症と ～　医歯薬科学的根拠に基づく骨粗鬆症と

薬剤関連顎骨壊死の薬剤関連顎骨壊死の
risk/benefitバランス最適化戦略　～risk/benefitバランス最適化戦略　～

　2023年７月に「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理:顎骨壊死検討委員会ポジシ
ョンペーパー 2023」が発表されました。今年の医療安全講習会では改定され
たポジションペーパーの解説とともに、日常診療で注意が必要な顎骨壊死
（MRONJ）についての治療や、予防についてのアプローチを医歯薬連携の
実例を示しながら解説を行います。ぜひ、ご参加ください。
　なお、この講習会は医療法に定める医療安全管理のための研修としても活
用いただけます。

日　時　１月21日（日）午後２時30分～５時
会　場　東京保険医協会 セミナールーム（＊2）・Web配信（＊3）

［講演１］
テーマ　「薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の新ポジションペー
　　　　パーと骨粗鬆症検診普及後の歯科の対応について
　　　　～ MRONJ根治を目指して」
講　師　関谷 秀樹 氏（東邦大学医学部医学科口腔外科学研究室
　　　　　　　　　　  准教授）

［講演２］
テーマ　「ビスホスホネートの有用性と、副作用としての顎骨
　　　　壊死との関連について」
講　師　清末 有宏 氏（森山記念病院 循環器センター
　　　　　　　　　　  センター長）
定　員　会場参加：30名、Web参加：500名
対　象　歯科医師・医師、
　　　　コ・デンタルスタッフ、コ・メディカルスタッフ
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。
担　当　経営管理部

医科・歯科医療安全講習会 医科・歯科医療安全講習会 

予約フォーム
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「どう生きるべきか」再考する時代に「どう生きるべきか」再考する時代に
　変化する日本の食文化を眺め　変化する日本の食文化を眺め
 料理研究家 土井 善晴

〝
大
き
な
影
響
を
与
え
た
〟

　

歯
科
医
師
と
の
出
会
い

―
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な

年
の
は
じ
ま
り
に
土
井
先
生
の
お
話
を
お
伺
い
で
き

光
栄
で
す
。
早
速
で
す
が
、
食
と
歯
科
医
療
は
密
接

に
関
連
す
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。
食
の
専
門
家
と

し
て
、
食
事
と
歯
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま

す
か
。

歯
科
医
師
の
片
山
恒
夫
先
生
が
訳
し
た
書
籍
「
食

生
活
と
身
体
の
退
化
」（
ウ
ェ
ス
ト
ン
・
Ａ
・
プ
ラ

イ
ス
著
）
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
歯
に
関
す
る
世

界
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
歯
の
健
康
が

心
身
の
健
康
に
関
わ
り
、
親
が
食
べ
る
も
の
が
、
子

ど
も
の
口
腔
内
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
肉
体
と
精
神
は
平
衡
し
て
、
健
康
が
維
持
さ
れ

る
と
い
う
認
識
が
薄
い
時
代
か
ら
、
食
べ
る
も
の
が

直
接
、
私
た
ち
の
肉
体
の
変
化
と
同
時
に
精
神
も
変

え
て
し
ま
う
こ
と
を
伝
え
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ

は
、
私
が
料
理
を
す
る
上
で
、
考
え
方
の
基
準
に
な

り
ま
し
た
。
よ
り
伝
統
的
な
食
文
化
の
大
切
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
片
山
先
生
に
学

ん
だ
の
が
大
阪
・
心
斎
橋
の
歯
科
医
師
の
先
生
で

す
。
そ
の
先
生
は
学
生
時
代
か
ら
、
私
の
将
来
を
考

え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
そ
の
姿

か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

―
土
井
先
生
が
提
唱
す
る
〝
一
汁
一
菜
〞
は
、
ま
さ

に
食
と
健
康
に
関
わ
る
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

一
汁
一
菜
と
は
〝
汁
飯
香
〞（
ご
飯
、
味
噌
汁
、

漬
物
）
を
指
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
大
切
な
三
種
の

食
事
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
の
主
菜
、
二
種
の
副
菜
と

い
う
栄
養
学
は
、
和
食
文
化
と
の
整
合
性
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
和
食
文
化
に
は
〝
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
〞
と
い
う
概
念
は
な
い
か
ら
で
す
。
か
つ
て
の

私
た
ち
が
食
べ
て
き
た
も
の
は
、
主
菜
を
兼
ね
た
副

菜
、
副
菜
を
兼
ね
た
主
菜
と
い
っ
た
お
か
ず
で
す
。

例
え
ば
野
菜
の
中
に
少
し
の
油
揚
げ
や
厚
揚
げ
が
入

る
、
あ
る
い
は
豆
腐
と
野
菜
を
一
緒
に
煮
込
む
な
ど

で
、
こ
の
要
素
は
味
噌
汁
に
入
っ
て
い
ま
す
。
料
理

を
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
作
る
と
な
る
と
大
変
で

す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
一
汁
一
菜
を
実
践

す
る
こ
と
は
、「
料
理
し
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
本

的
で
い
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
実
現
で
き
る
の

で
す
。
こ
れ
だ
け
世
の
中
に
食
べ
物
を
売
っ
て
い
る

時
代
に
、
私
は
人
が
料
理
を
し
な
く
な
る
こ
と
に
問

題
を
感
じ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
「
食

生
活
と
身
体
の
退
化
」
の
視
点
か
ら
も
伝
統
食
が
と

て
も
大
切
で
あ
る
の
で
す
。

―
一
汁
一
菜
は
料
理
を
す
る
方
の
肩
の
力
が
抜
け
る

よ
う
な
、
画
期
的
な
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

肉
や
魚
を
焼
い
た
り
、
煮
付
け
た
り
す
る
な
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
時
間
や
お
金
、
気
持
ち
に
余
裕

が
あ
り
、
自
分
で
「
こ
れ
が
食
べ
た
い
」「
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
う
時
に
や
る
べ
き
で
、
そ
う

す
れ
ば
料
理
を
楽
し
み
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。

「
い
つ
も
お
い
し
い
は
あ
り
得
な
い
」

自
然
と
の
向
き
合
い
方

―
料
理
は
、「
必
ず
し
も
お
い
し
く
な
く
て
よ
い
」

と
お
話
し
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

「
お
い
し
い
」
が
目
的
に
な
る
と
料
理
す
る
人
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。
本
来
、
日
本
人
は
お

い
し
い
も
の
は
人
が
作
る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の

恵
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
す
し
、
お
い
し

い
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
相
手
は
自
然
で
す
か

ら
、
い
つ
も
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。「
走
り
も
の
」「
盛
り
物
」「
名
残
り
も
の
」
と

季
節
を
３
つ
に
分
け
る
。
例
え
ば
新
も
の
は
や
わ
ら

か
く
て
お
い
し
い
け
ど
、
初
め
は
少
し
水
臭
い
も

の
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
味
わ
い
で
あ
る
と
解

釈
す
る
。
季
節
を
素
直
に
受
け
取
り
、
変
化
や
違
い

を
楽
し
む
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
喜
び
で
す
。

前
提
と
し
て
西
洋
的
な
食
事
の
楽
し
み
と
、
日
本

の
私
た
ち
の
楽
し
み
は
そ
も
そ
も
違
う
の
で
す
。
食

文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
風
土
に
生
ま
れ
る
も
の
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
お
い
し
さ
は
「
カ
ロ
リ
ー

の
高
い
も
の
」
と
定
義
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
代

の
私
た
ち
も
脂
肪
分
が
多
い
も
の
を
お
い
し
く
感
じ

る
の
は
、
生
存
本
能
と
結
ぶ
脳
と
直
結
す
る
快
感
で

す
。
そ
れ
は
お
祭
り
の
日
の
食
べ
物
で
、
た
ま
に
は

い
い
け
れ
ど
も
、
毎
日
食
べ
て
い
た
ら
私
た
ち
は
体

を
壊
す
わ
け
で
す
。
何
を
食
べ
る
べ
き
か
を
知
る
こ

と
は
、
自
分
を
知
る
こ
と
で
す
。
有
名
な
フ
ラ
ン
ス

の
美
食
家
、
ブ
リ
ア
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
は
「
ど
ん
な
も

の
を
食
べ
て
い
る
か
言
い
た
ま
え
。
君
が
ど
ん
な
人

間
か
言
い
当
て
て
み
せ
よ
う
」
と
い
う
主
旨
の
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。
何
を
食
べ
て
い
る
か
で
、
そ
の

人
が
ど
ん
な
生
き
方
、
考
え
方
を
し
て
い
る
か
が
わ

か
っ
て
し
ま
う
の
が
食
事
な
ん
で
す
。

―
気
候
変
動
や
物
価
高
騰
な
ど
、
日
本
の
食
を
取
り

巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
見
て
い
ま
す
か
。

人
間
が
自
然
に
対
し
、
再
生
能
力
を
超
え
た
搾
取

を
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
人
間
は
自

然
の
一
部
な
ん
で
す
。
私
た
ち
の
世
代
は
恵
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
は
、
あ
っ
て
当
た
り

前
だ
か
ら
気
に
し
な
く
と
も
、
忘
れ
て
い
て
も
よ
か

っ
た
。
当
た
り
前
の
も
の
っ
て
、
一
番
大
切
な
も
の

な
ん
で
す
。
自
然
、
空
気
、
水
、
家
族
、
愛
情
…
。

近
年
、
そ
の
当
た
り
前
に
あ
っ
た
も
の
が
急
速
に
失

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
当
た
り
前
の
こ
と

を
意
識
し
て
失
わ
な
い
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
い
る
の
で
す
。
第
一
が
環
境
危
機
で
し

ょ
う
。
た
し
か
に
、
一
人
の
人
間
に
大
き
な
こ
と
は

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
家
族
を
思
っ
て
、

料
理
を
し
て
食
べ
る
」、
こ
う
し
た
人
間
の
条
件
の

大
前
提
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ひ
い
て
は
地
球

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
台
所
は
地
球
と

繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
し
、
全
員
が
一
汁
一

菜
を
実
践
す
れ
ば
、
家
庭
ご
み
の
削
減
や
フ
ー
ド
ロ

ス
は
改
善
す
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活

の
仕
方
が
地
球
環
境
に
最
も
影
響
を
与
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
人
暮
ら
し
で
も
、「
料

理
し
て
食
べ
る
」
を
実
践
す
れ
ば
、
自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
生
き
生
き
と
す
る
。
そ
し

て
、
地
球
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
、

地
球
が
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
流
行
を
経
て
、
会
食
の

機
会
が
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で
会
食
は

大
事
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
そ
れ
が
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
黙
食
を
要
求
さ
れ
、「
か

わ
い
そ
う
」
と
い
う
風
潮
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は

会
食
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
に
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
一
汁
一
菜
で
私
た

ち
は
、
ご
飯
と
味
噌
汁
、
お
漬
物
の
必
要
最
小
限
の

も
の
と
対
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。
ま
た
、
会
食
は
〝

晴
れ
の
日
〞
の
お
話
で
、〝
ケ
〞
と
〝
ハ
レ
〞
と
い

っ
て
、
日
常
と
そ
う
で
は
な
い
部
分
の
区
別
を
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
本
来
、
日
常
は
慎
ま
し
く
自
然

と
向
き
合
っ
て
食
事
す
る
こ
と
で
良
い
。
そ
の
日
常

が
過
剰
に
な
り
、
例
え
ば
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
料

理
を
用
意
し
て
も
て
な
す
こ
と
が
目
的
に
な
る

と
、
今
度
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
す
べ
て

を
食
べ
て
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
自
分
は
何
者
か
を
知
れ
ば
、
何
を
す
べ
き

か
は
、
自
ず
か
ら
わ
か
る
。
日
本
人
と
し
て
、
己
を

知
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
〝
お
正
月
〟

「
未
来
へ
向
け
た
最
初
の
節
目
」

―
さ
て
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
お
正
月
は
土
井

先
生
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

私
に
と
っ
て
お
正
月
は
一
年
で
一
番
大
切
な
時
期

で
す
。
こ
の
一
年
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
、
リ
セ
ッ

ト
し
て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
機
会
で
す
。
お

正
月
、
家
族
揃
っ
て
ご
挨
拶
し
て
、「
よ
し
、
今
年

一
年
頑
張
ろ
う
」
と
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
に
思
え
ま
す

ね
。
お
正
月
は
大
き
な
け
じ
め
に
な
る
ん
で
す
。
綺

麗
な
一
年
に
し
た
い
と
思
う
最
初
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
か
ら
ね
。
お
せ
ち
料
理
も
、
お
雑
煮
も
、
し
っ
か

り
と
整
え
て
、
ま
た
自
分
と
周
り
と
の
繋
が
り
、
そ

し
て
伝
統
と
の
繋
が
り
を
感
じ
な
が
ら
、
未
来
へ
向

け
た
最
初
の
節
目
に
な
る
と
思
っ
て
お
る
ん
で
す
。

―
で
は
、
歯
科
に
関
す
る
思
い
出
を
。

冒
頭
に
お
話
し
し
た
心
斎
橋
の
先
生
に
は
治
療
の

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
食
べ
る
こ
と
と
歯
の
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
完
璧
に

磨
く
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
磨
き
方

は
時
々
忘
れ
た
頃
に
、
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う

も
の
な
の
で
、
先
生
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
今
な
お

定
期
検
診
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
以
来
、

そ
ろ
そ
ろ
50
年
に
な
り
ま
す
。

―
最
後
に
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
一
生
懸
命
」
で
す
ね
。「
こ
の
ぐ
ら
い
で
い
い

わ
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
期
待
以
上
の

こ
と
を
し
て
初
め
て
仕
事
だ
と
思
う
も
の
で
す
か

ら
、
過
剰
に
な
る
傾
向
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
風
に
す
る
こ
と
で
、
な
ん

と
か
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
要
求
し
た
こ
と
を
如
才
な
く
や
る
こ
と
も
立
派

で
す
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
す
れ
ば
や
っ
ぱ
り
人

が
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
が
な
い
と
仕
事
は
続
か
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
仕
事
を
次
に
つ
な
げ
る
に
は
、
一
生
懸
命

や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土井さんの直筆サイン入り書籍「味つけはせんでええん土井さんの直筆サイン入り書籍「味つけはせんでええん
です」（ミシマ社）を３名様にプレゼントします。ご希望です」（ミシマ社）を３名様にプレゼントします。ご希望
の方（会員限定）は、Googleフォームからご応募（下記の方（会員限定）は、Googleフォームからご応募（下記
QRからアクセス）いただくか、官製はがきに「１月号 書QRからアクセス）いただくか、官製はがきに「１月号 書
籍プレゼント」と明記し、必ず以下の５点をご記入のう籍プレゼント」と明記し、必ず以下の５点をご記入のう
え、協会プレゼント係までご応募ください。応募締め切りえ、協会プレゼント係までご応募ください。応募締め切り
は2024年1月25日（木）です（当日の消印有効）。当選発表は2024年1月25日（木）です（当日の消印有効）。当選発表
は、書籍発送をもってかえさせていただきます。は、書籍発送をもってかえさせていただきます。

【応募はがき記載事項】【応募はがき記載事項】
①氏名 ②会員番号 ③電話番号 ④住所 ①氏名 ②会員番号 ③電話番号 ④住所 
⑤インタビュー紙面の感想⑤インタビュー紙面の感想
宛先：〒169-0075 宛先：〒169-0075 
新宿区高田馬場１-29-８ いちご高田馬場新宿区高田馬場１-29-８ いちご高田馬場
ビル6階 東京歯科保険医協会ビル6階 東京歯科保険医協会
「１月号 書籍プレゼント係」宛「１月号 書籍プレゼント係」宛

土井善晴さんサイン入り書籍土井善晴さんサイン入り書籍
「味つけはせんでええんです」「味つけはせんでええんです」

３名様にプレゼント３名様にプレゼント
新新
春春
企企
画画 

会
員
写
真
投
稿

会
員
写
真
投
稿

理研究家としてその名を轟かせる土井善晴さん。柔らかな関
西弁、その人柄がにじみ出る優しい語り口は、お茶の間でも馴染み
深い。土井氏の料理番組を手本に、台所で腕を振るった読者も多
いのではなかろうか。言うまでもなく「食」と「歯」は切っても切り離
せない関係にある。土井さんと歯科医療とのつながり、そして変わり
ゆく日本の食文化を見つめ思うこと、代名詞とも言える『一汁一
菜』が意味するものを伺った。

聞き手：早坂美都副会長

料

どい・よしはる
料理研究家、おいしいもの研究所代表 
1989年、スイス、フランスでフランス料理、大阪・味吉兆で料理修行を積む。
土井勝料理学校講師。
1992年、おいしいもの研究所を設立。 十文字学園女子大学特別招聘教授、
東京大学先端科学研究センター客員研究員。

テレビ朝日「おかずのクッキング」で34年間にわたり講師を務める。NHK
「きょうの料理」では36年間、講師を継続中。NHK「ラジオ深夜便」に出演。和
食文化を未来に繋ぐための「和食の初期化」、持続可能な家庭料理のスタイ
ルを提案。料理から人間を考える食事学・料理学を研究指導。家庭料理を楽
しみにするきっかけを作ったとして2022年文化庁長官表彰。著書に「一汁
一菜でよいという提案」（新潮社）、「くらしのための料理学」（NHK出版）、
「料理と利他」「ええかげん論」（中島岳志共著／ミシマ社）、「一汁一菜でよい
と至るまで」（新潮新書）、「おいしいもんには理由がある」（ウエッジ社）、「味
つけはせんでええんです」（ミシマ社）など多数。

ご飯・味噌汁・漬物、「一汁一菜」では最小限のものと対するご飯・味噌汁・漬物、「一汁一菜」では最小限のものと対する

　
新
春
企
画
と
し
て
、会
員
の
先
生
か
ら
写
真
を
募
り
ま
し
た
。ご
応
募
い
た
だ

　
新
春
企
画
と
し
て
、会
員
の
先
生
か
ら
写
真
を
募
り
ま
し
た
。ご
応
募
い
た
だ

い
た
先
生
方
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
号
に
掲
載
し
き
れ
な
か
っ

い
た
先
生
方
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
号
に
掲
載
し
き
れ
な
か
っ

た
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
号
以
降
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
号
以
降
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「龍の年に睨みを効かせて」
（川本 弘 先生／足立区）
撮影場所は長野県塩尻市で中
山道の宿場町奈良井。１３６６
年に創建された長泉寺の本堂
の天井に描かれた１枚です。私
自身、本年で還暦を迎える年男
として周囲に目を配って行き
たいと考えます。

「青の世界」
（神澤 晃 先生／杉並区）
朝日が昇る前の空港。出発
を待つ機体の「静」と、空に引
かれたオレンジの光跡そし
て海面のさざ波の「動」の対
比が面白いと思い撮影しま
した。

「日の出マガンの飛び立ち」
（牧野 泰千 先生／八王子市）
数万羽のマガンが早朝に一斉
に飛び立つ時の姿は荘厳で神
秘的です。学生の時から通っ
ている宮城県の伊豆沼での一
コマです。

「夢見心地」
（臼井 伸行 先生／葛飾区）
ハムスターのぽぽちゃん
は可愛い寝顔をし見た人
は笑顔になり、この小さ
な命は人を幸せな気分に
させてくれます。

p r o f i l e

▼応募フォーム▼応募フォーム



◆
第
16
回
理
事
会
◆

11
月
24
日
㈮
、
午
後
8
時
00

分
〜
10
時
00
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
１

名
、
事
務
局
５
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
（
以
下
、
中
医

協
）
で
提
案
さ
れ
た
「
歯
科
医

療
（
そ
の
２
）」、
医
療
技
術
評

価
提
案
、
歯
科
用
貴
金
属
の
随

時
改
定
な
ど
の
報
告
を
確
認
。

ま
た
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
義
務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴

訟
」
に
つ
い
て
、
第
４
回
口
頭

弁
論
・
記
者
会
見
兼
説
明
会
が

12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
案
内
、参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

【
運
動
課
題
】　

①
要
請
署
名

・
請
願
署
名
の
集
約
状
況
、
②

東
京
都
議
会
・
区
議
会
へ
の
意

見
書
採
択
の
取
り
組
み
・
陳
情

状
況
、
③
11
月
29
日
㈬
国
会
行

動
、
11
月
30
日
㈭
「
医
師
・
歯

科
医
師
の
声
を
聞
い
て
！
患
者

負
担
軽
減
・
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
国
会
内
集

会
」
の
取
り
組
み
を
確
認
。

【
政
策
課
題
】　

①
中
医
協
で

提
案
さ
れ
た
論
点
に
基
づ
い
て

「
歯
科
医
療
（
そ
の
１
）」「
在

宅
医
療
」
に
つ
い
て
討
議
、
②

医
療
経
済
実
態
調
査
結
果
に
基

づ
き
、「
政
策
委
員
長
談
話(

案)

『
次
期
診
療
報
酬
は
大
幅
な
プ

ラ
ス
改
定
が
不
可
欠
』」
に
つ

い
て
協
議
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
新
点
数

説
明
会
の
開
催
日
程
と
会
場
の

提
案
を
確
認
。

教えて！

会長!!  Vol.78

　「歯科訪問診療を始めようと思っているが、具体
的なイメージがつかめない」―。先生方は、歯科
訪問診療でお悩みではないでしょうか？地域医療
部担当役員や部員、会員の先生が印象に残った
訪問診療の経験や患者とのエピソードを本コラム
にて紹介します。
　今回は、地域医療部担当の池川裕子理事で
す。「訪問して良かった」―。そう振り返る認知
症患者とのエピソードとは。

第 5回第 5回
地域医療部担当理事　地域医療部担当理事　池川  裕子

～先生の一歩につなぐ～～先生の一歩につなぐ～

私の歯科訪問診療私の歯科訪問診療

あ
る
日
、「
食
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
母
さ
ん

の
口
の
中
を
診
て
ほ
し
い
」
と

ご
家
族
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
急
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
、
最
初
は
医

科
を
受
診
し
た
と
の
こ
と
。
し

か
し
医
師
か
ら
は
、「
医
科
で

は
な
い
と
思
う
。
歯
に
問
題
が

あ
っ
て
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
、
歯
科

に
連
絡
し
た
そ
う
で
、
そ
の
時

初
め
て
〝
歯
科
訪
問
診
療
〞
の

存
在
を
知
っ
た
と
い
い
ま
す
。

口
の
中
を
診
た
と
こ
ろ
、
右

下
６
番
の
動
揺
が
強
い
た
め
痛

み
が
生
じ
、
食
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
認
知
症
に
よ

り
、
痛
み
を
訴
え
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
高
血
圧
や
糖
尿

病
の
疾
患
も
あ
る
た
め
、
主
治

医
に
全
身
状
態
の
確
認
を
行

い
、
抜
歯
の
許
可
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

右
下
６
番
は
指
で
も
抜
け
る

状
態
だ
っ
た
た
め
、
抜
歯
後
の

止
血
も
５
分
以
内
で
終
え
ら
れ

ま
し
た
。
抜
歯
後
は
痛
み
も
な

く
な
り
、
そ
の
日
か
ら
お
食
事

を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

  1 金　第10回総務会議  1 金　第10回総務会議
  4 月　第 8回財政部会  4 月　第 8回財政部会
  5 火　第 9回  5 火　第 9回広報・ホームページ部会広報・ホームページ部会
  6 水　第 9回経営管理部会  6 水　第 9回経営管理部会
  7 木　経営管理研究会  7 木　経営管理研究会
  8 金　第 7回医事相談部会、 受託生保会議  8 金　第 7回医事相談部会、 受託生保会議
  9 土　「保険でよい歯を」東京連絡会総会  9 土　「保険でよい歯を」東京連絡会総会
11 月　第 8回地域医療部会11 月　第 8回地域医療部会
12 火　第 9回共済部会12 火　第 9回共済部会
13 水　休保審査会（医科）13 水　休保審査会（医科）
14 木　第17回理事会14 木　第17回理事会

15 金　第 8回政策委員会15 金　第 8回政策委員会
17 日　理事・部員政策学習会17 日　理事・部員政策学習会
18 月　第 4回歯科技工士問題検討委員会18 月　第 4回歯科技工士問題検討委員会
19 火　第 8回社保･学術部会19 火　第 8回社保･学術部会
20 水　第 9回院内感染防止対策講習会20 水　第 9回院内感染防止対策講習会
21 木　会員無料相談会21 木　会員無料相談会、、第 3回学術研究会第 3回学術研究会
22 金　第11回総務会議22 金　第11回総務会議、、第 4回東京反核医師第 4回東京反核医師
　　　 の会世話人会　　　 の会世話人会
27 水　厚生労働省要請27 水　厚生労働省要請
29 金　事務局休務（～2024年1月5日)29 金　事務局休務（～2024年1月5日)

２
０
２
３
年
12
月

協
会
活
動
日
誌

と
あ
る
日
曜
日
、
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
る
も
の
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

協
会
事
務
局
員
３
名
に
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
仲
間
の
ド
ク
タ
ー
と
私

を
加
え
た
20
代
か
ら
60
代
の
５

人
チ
ー
ム
で
１
周
５
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
１
周
ず

つ
。
合
計
25
キ
ロ
の
距
離
を
走

っ
た
ト
ー
タ
ル
タ
イ
ム
で
順
位

を
競
う
レ
ー
ス
で
す
。
結
果
は

襷を繋げるということ襷を繋げるということ
川本 弘（足立区）川本 弘（足立区）

会員投稿会員投稿歯
の
状
態
に
気
付
か
な
け
れ
ば

一
生
食
べ
ら
れ
ず
に
…

も
し
、
こ
の
方
の
歯
の
状
態

に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
食
べ
ら

れ
な
い
ま
ま
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
歯
科
が
介
入
す
る
こ
と
に

よ
り
再
度
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
歯
科
医
師
と
し
て
「
訪

問
診
療
を
し
て
良
か
っ
た
」
と

感
じ
ま
し
た
。
複
数
の
疾
病
を

持
た
れ
て
い
る
方
の
抜
歯
は

「
怖
い
」
と
思
わ
れ
る
先
生
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
事
前
に
主

治
医
と
連
携
を
取
り
、
全
身
の

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
安
全

に
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
し
た
。

外
来
と
は
異
な
る
歯
科
訪
問

診
療
の
奥
深
さ
に
、
多
く
の
先

生
が
共
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

27
チ
ー
ム
中
17
位
と
可
も
な
く

不
可
も
な
い
順
位
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

限
界
を
出
し
切
っ
た
満
足
の
い

く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
平

素
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
お
付
き
合
い
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
日
曜
日
に
顔
を

合
わ
せ
る
と
す
れ
ば
ス
ー
ツ

姿
、
会
議
室
の
中
で
の
研
究
会

と
い
う
の
が
常
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
日
は
お
互
い

カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ

ツ
と
パ
ン
ツ
で
明
る
い
日
差
し

の
下
で
、
広
大
な
公
園
に
集
合

し
て
か
く
汗
の
種
類
も
研
究
会

と
は
別
物
で
し
た
。

過
去
に
、
私
が
出
場
し
た
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
ペ
ー
ス
配

分
を
考
慮
し
て
心
拍
数
は
最
高

で
も
150
ま
で
で
し
た
が
、
こ
の

日
は
180
を
超
え
る
正
に
全
力
疾

走
。
仲
間
の
待
つ
ゴ
ー
ル
へ
飛

び
込
み
ま
し
た
。

私
が
開
業
し
た
１
９
９
５
年

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模
災

害
や
事
件
、
事
故
が
起
こ
り
、

多
く
の
方
の
心
と
身
体
に
傷
を

残
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
よ
り

ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
言
葉
に

「
絆
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
痛
ま
し
い
出
来
事
と
素
人
の

遊
び
に
毛
が
生
え
た
イ
ベ
ン
ト

と
同
列
に
お
話
し
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
人
は

誰
か
と
の
絆
の
た
め
だ
か
ら
こ

そ
必
死
に
な
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

度
に
人
と
人
と
の
絆
は
強
く
な

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

を
待
っ
て
い
る
仲
間
の
元
へ
襷

を
繋
げ
よ
う
と
の
思
い
が
あ
る

か
ら
、
自
ら
の
限
界
を
超
え
る

力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

歯
科
医
師
免
許
を
取
得
し
て

35
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私

自
身
、
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ

て
今
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
医
師

人
生
の
後
半
に
、
協
会
の
理
事

と
し
て
少
し
で
も
今
後
出
会
う

会
員
の
先
生
方
と
の
絆
を
大
切

に
し
、
活
動
を
続
け
て
い
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

レ
ー
ス
終
了
後
は
中
華
料
理

屋
さ
ん
で
昼
間
か
ら
祝
杯
を
挙

げ
て
、
来
年
の
出
場
を
約
束
し

て
解
散
し
ま
し
た
。
雑
事
に
追

わ
れ
る
日
常
で
す
が
、
爽
や
か

な
ひ
と
時
を
と
も
に
過
ご
し
て

く
れ
た
お
仲
間
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

11
月
28
日
、
協
会
会
議
室

に
て
「『
患
者
の
声
』
か
ら
考

え
る
歯
科
の
医
療
安
全
管

理
」
と
題
し
、
医
事
相
談
研

究
会
を
開
催
し
、
会
場
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
合
わ
せ
て
48
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
細
野
真
実

氏
（
新
宿
区
保
健
所
衛
生
課

医
薬
衛
生
係
）
が
務
め
、「
医

療
法
に
基
づ
く
医
療
の
安
全

の
確
保
」「
歯
科
の
苦
情
事

例
」「
診
療
所
に
求
め
ら
れ
る

医
療
安
全
管
理
体
制
」
の
３

点
を
中
心
に
解
説
し
た
。

　
歯
科
の
苦
情
事
例
で
は
、
①

歯
科
医
師
の
説
明
不
足
・
対
応

へ
の
不
満
、
②
カ
ル
テ
等
診
療

記
録
の
開
示
、
③
感
染
対
策
が

不
十
分
、
④
管
理
者
が
不
在
、

⑤
歯
科
衛
生
士
や
そ
の
他
従
事

者
の
行
為
、
に
関
す
る
相
談
事

例
を
紹
介
し
た
。
こ
の
う
ち　

「
歯
科
医
師
の
説
明
不
足
」
で

は
、
患
者
と
医
療
機
関
の
間
で

症
状
、
処
置
や
治
療
方
針
の
行

き
違
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
患
者
に
丁
寧
に
説
明
し

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
に
繋

が
る
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
他
、
カ
ル
テ
開
示
な
ど

に
つ
い
て
、
根
拠
通
知
な
ど
を

示
し
、
原
則
開
示
に
応
じ
る
こ

と
、
医
療
機
関
と
し
て
慌
て
る

こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
方
針
を

定
め
る
こ
と
が
必
要
と
し
た
。

　
最
後
に
講
師
か
ら
「
患
者
と

医
療
機
関
と
の
関
係
を
良
好
に

す
る
た
め
に
保
健
所
も
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
の
話
し
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
「
患
者
さ
ん

へ
の
説
明
な
ど
は
、
日
頃
か
ら

慎
重
に
す
べ
き
こ
と
だ
と
再
認

識
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
な
お
、
協
会
で
は
１
月
14
日

㈰
に
、
新
規
開
業
医
講
習
会
を

開
催
す
る
。
カ
ル
テ
記
載
や
保

険
診
療
の
ル
ー
ル
な
ど
を
改
め

て
確
認
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
ほ
し
い
（
詳
細
は
本

紙
5
面
参
照
）。

　
　
　
　
　
　
　
医
事
相
談
研
究
会
を
開
催

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
秘
訣
は
「
丁
寧
な
説
明
」

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
秘
訣
は
「
丁
寧
な
説
明
」

◆
お
知
ら
せ
：「
歯
科
医
療

を
経
済
か
ら
見
て
み
る
」「
歯

科
界
へ
の
私
的
回
想
録
」「
Ｉ

Ｔ
相
談
室
」
は
、
お
休
み
し

ま
し
た
。
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日
本
補
綴
歯
科
学
会
か
ら

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
に
関
し
て
発
表

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
。

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
の
基
本
的
な
考
え
方

2023年度
第16回
理 事 会

　
「
概
要
の
記
載
」
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
保
険
診
療
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
に
つ
い
て
」は
。

12
月
１
日
発
行
の
本
紙
第
645

号
「『
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』
に
つ
い

て
」
に
引
き
続
き
、
会
員
か
ら

多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
」
に
つ
い
て
今

回
も
取
り
上
げ
ま
す
（
本
号
９

面
も
参
照
）。
２
０
２
３
年
12

月
付
け
で
公
益
社
団
法
人
日
本

補
綴
歯
科
学
会
（
以
下
、
補
綴

学
会
）
か
ら
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
（
第

１
報
）」（
以
下
、「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠

の
考
え
方
」）
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
、
補
綴
学
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
、
そ
の
内
容

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
の

考
え
方
」
は
「
１
．
概
要
」、「
２
．

保
険
診
療
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

冠
に
つ
い
て
」、「
３
．
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

冠
の
製
作
」、
の
３
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
概
要
」
で
は
、
以
下

の
よ
う
に
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
の
特
徴

を
記
載
し
て
い
ま
す
。「
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
冠
は
、
非
金
属
性
の
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
（
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ

ル
ケ
ト
ン
）
を
材
料
と
し
て
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
歯
冠
修
復
す
る
医
療
技
術

で
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
は
生
体
安

全
性
が
高
く
、
高
強
度
で
破
折

リ
ス
ク
が
少
な
い
材
料
。
生
体

親
和
性
が
高
く
、
成
分
の
溶
出

量
が
少
な
く
、
金
属
ア
レ
ル
ギ

ー
患
者
に
も
適
用
で
き
る
」
と

し
、
続
け
て
「
一
方
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
と
比
較
し
て
、

高
い
破
壊
靱
性
が
あ
る
た
め
、

支
台
歯
形
成
に
お
い
て
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
比
べ
て
、
全
部

金
属
冠
程
度
に
歯
質
削
除
量
が

少
な
く
咬
合
面
や
マ
ー
ジ
ン
部

の
厚
み
が
小
さ
く
て
も
破
折
し

に
く
い
。
従
っ
て
、
上
下
顎
大

臼
歯
に
適
用
可
能
で
あ
る
。
歯

冠
色
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

光
透
過
性
を
付
与
す
る
こ
と
が

困
難
な
材
料
で
あ
る
、
現
行
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
相
当
す

る
よ
う
な
審
美
性
は
有
し
て
い

な
い
。
20
症
例
の
最
後
方
臼
歯

を
含
む
大
臼
歯
（
23
装
置
中
11

装
置
は
最
後
方
大
臼
歯
）
に
装

着
し
、
６
ヶ
月
の
経
過
観
察
で

脱
離
、
破
折
は
な
く
、
咬
合
接

触
が
維
持
さ
れ
治
療
法
と
し
て

有
効
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
装
着
後
２
年
の
経
過
観
察

で
も
破
折
や
脱
離
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
診
療
に
関
し
て
は
、

「
適
応
症
は
、
保
持
力
に
十
分

な
歯
冠
高
径
が
あ
る
こ
と
、
過

度
な
咬
合
圧
が
加
わ
ら
な
い
こ

と
等
が
求
め
ら
れ
る
。
部
分
床

義
歯
の
支
台
歯
に
つ
い
て

は
、
適
応
症
と
す
る
た
め
の
エ

ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
適
応
症
は
、
大
臼
歯
の
単

冠
症
例
で
上
下
顎
両
側
の
大
臼

歯
。
第
二
大
臼
歯
が
欠
損
し
て

事
実
上
の
最
後
方
大
臼
歯
に
な

っ
た
第
一
大
臼
歯
も
適
用
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
の
製
作
」

に
つ
い
て
は
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
の
製
作
の
記
載

は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
と
の

相
違
点
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を

付
記
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
支
台
歯
形
成
は
、
１
・
０
〜

１
・
５
㎜
以
上
の
咬
合
面
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
。
軸
面
テ
ー
パ
ー
は

片
側
６
〜
10°
の
範
囲
に
お
さ
め

る
。
マ
ー
ジ
ン
形
態
は
、
デ
ィ

ー
プ
シ
ャ
ン
フ
ァ
ー
と
し
、
そ

の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
は
、
軸
面
で

１
・
０
㎜
以
上
、
辺
縁
部
で
約

０
・
８
㎜
以
上
に
す
る
。
鋭
利

な
部
分
が
な
い
よ
う
に
丸
み
を

帯
び
た
形
状
に
す
る
。
研
磨

は
、
シ
リ
コ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
後

に
つ
や
出
し
用
研
磨
剤
を
用
い

て
バ
フ
研
磨
を
行
う
」
と
し
て

い
ま
す
。
続
け
て
「
装
着
は
、

接
着
性
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
を
使

用
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ

り
、
⑴
口
腔
内
試
適
後
、
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
冠
内
面
を
弱
圧
下
（
０
・

１
〜
０
・
２
MPa
）
で
ア
ル
ミ
ナ

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
、
⑵
乾
燥
後

に
専
用
プ
ラ
イ
マ
ー
を
塗
布
し

光
照
射
を
行
う
（
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
は

光
透
過
性
が
な
い
た
め
）、
⑶

乾
燥
後
に
接
着
性
レ
ジ
ン
セ
メ

ン
ト
を
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
冠
内
面
に
塗

布
し
て
装
着
す
る
、
⑷
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
は
光
透
過
性
が
な
い
た
め
光

照
射
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ン
内
面
の

重
合
は
期
待
で
き
な
い
た
め
化

学
重
合
型
か
デ
ュ
ア
ル
キ
ュ
ア

型
の
セ
メ
ン
ト
を
使
用
す

る
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ー

ル
の
管
理
は
、
診
療
録
に
貼
付

す
る
な
ど
、
保
存
し
て
管
理
す

る
こ
と
」な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
補
綴
学
会
の
「
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
冠
の
考
え
方
」
に
つ
い

て
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
改

変
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

紹
介
し
ま
し
た
。
既
に
、
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
冠
の
内
面
へ
の
接
着
レ
ジ

ン
セ
メ
ン
ト
の
接
着
が
困
難
で

あ
る
こ
と
や
弾
性
率
が
低
い
た

め
、
外
力
で
撓た
わ
み
や
す
く
、
脱

離
・
脱
落
の
可
能
性
が
低
く
な

い
の
で
は
、
と
の
懸
念
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
エ
ビ
デ

ン
ス
も
十
分
と
は
い
え
な
い
た

め
、
今
後
、
眼
前
の
患
者
さ
ん

に
説
明
で
き
る
高
い
エ
ビ
デ
ン

ス
の
蓄
積
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
東
京
歯
科
保
険
協
会

　
　
　
　
会
長　
　
坪
田
有
史

  

※
本
紙
２
０
２
３
年
12
月
１
日
号

　
（
第
645
号
）
２
・
８
面
参
照
。



廓 嚇

廓各 嚇 廓

新たに保険収載されたＰＥＥＫブロック

（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））の算定

2023年12月１日からＰＥＥＫブロック（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料

（Ⅴ））が新しく保険適用された。このＰＥＥＫブロック（ＣＡＤ

／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））は大臼歯に使用した場合のみに適用され

る。今回は７番にＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する場合の算定について

解説する。

患者：60歳・男性

主訴：左下のかぶせものに食べ物がはさまる。

所見：慣ＦＭＣ マージン不適

傷病名

月日 部位 療法・処置 点数

12/1 再診 明細 56+1

慣にＦＭＣが装着されているが、マージン不適のためＦＭＣ ／

の除去、新製を行う。

歯管（内容 略）文 110

歯リハ１（１）（困難以外）（調整・指導内容 略） 104

ＳＣ 72+38×2

歯清 72

慣 デンタル １Ｆ 電 58

慣根尖部透過像を認めず。 ／

慣 ＦＭＣ除去（困難なもの） 48

慣 う蝕処置（軟化象牙質の除去） 18

12/8 再診 明細 56+1

前回治療後、経過良好。 ／

Ｐ基検 （検査結果 略） 200

左下臼歯部はＳＲＰが必要なため歯周基本治療を行う。 ／

慣にＴｅＣ作製。 ／

感蒲 ＳＲＰ 72×2

即時重合レジンにてＴｅＣ作製。 ／

ハイボンドテンポラリー（ソフト）仮着。 ／

12/22 再診 明細 56+1

前回治療後、経過良好。 ／

Ｐ基検 （検査結果 略） 100

左下臼歯部の歯肉の改善傾向を認め本日、形成印象を行う。 ／

慣 失ＰＺ（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠） 注③ 636

連ｉｍｐ（寒天＋アルジネート） 64

ＢＴ （パラフィンワックス） 18

12/26 再診 明細 56+1

装着部位の歯肉の状態良好。 ／

慣 歯ＣＡＤ 1200

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ） 松風ブロック ＰＥＥＫ 注④ 615

装着料 45

内面処理加算１ 注⑤ +45

（サンドブラスト処理及びプライマー処理） ／

装着材料料 （スーパーボンド） 17

ＣＡＤ/ＣＡＭ冠のロット番号シール添付。 注⑥ ／

クラウン・ブリッジ維持管理料（文書提供 写しを添付） 100

《《解解説説》》

注① ＣＡＤ／ＣＡＭ冠およびＣＡＤ／ＣＡＭインレーを装着するには施設基準の

届出が必要である。既に、歯ＣＡＤの施設基準を届け出ている場合、ＰＥＥＫブ

ロック（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））の保険適用に伴い、施設基準の再届出は

不要。

＜＜ＣＣＡＡＤＤ//ＣＣＡＡＭＭ冠冠おおよよびびＣＣＡＡＤＤ//ＣＣＡＡＭＭイインンレレーーのの施施設設基基準準＞＞

• 歯科補綴治療の専門知識および３年以上の経験を持つ歯科医師１名以上配置

• 歯科用ＣＡＤ／ＣＡＭ装置が設置されている場合は歯科技工士を配置

• 歯科用ＣＡＤ／ＣＡＭ装置が設置されてない場合はその装置を設置している歯

科技工所と連携していること

注② ＣＡＤ／ＣＡＭ冠は、その材料であるハイブリットレジンブロックと互換性

がある歯科用ＣＡＤ／ＣＡＭ装置を用いて、作業模型により間接法で製作する。光

学印象から模型を製作せずに切削する方法では算定できない。

注③ 歯冠形成は従来どおり生ＰＺ796点、失ＰＺ636点を算定する。

注④ ＰＥＥＫブロック（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））を使用した場合、金属

アレルギーや第２大臼歯の有無などの要件に関わらず、第３大臼歯を含めたすべて

の大臼歯に使用できる。

現在、保険で認められている材料 （2023年12月1日現在）

企業名：株式会社 ＵＬＴＩ－Ｍｅｄｉｃａｌ 販売名：松風ブロック ＰＥＥＫ

注⑤ ＰＥＥＫブロック（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））を使用する場合は歯質

に対する接着力を向上させるためにサンドブラスト処理及びプライマー処理を行い、

接着性レジンセメントを用いて装着すること。

注⑥ ＰＥＥＫブロック（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅴ））を用いた際は、製品に

付属している使用した材料の名称及びロット番号等を記載したシール等をカルテに

添付するなど保存、管理する。

＜＜以以下下のの資資料料もも併併せせててごご覧覧くくだだささいい＞＞

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

Ｐ２ 慣ＦＭＣフテキ,Ｃ

施設基準：歯初診 明細 歯ＣＡＤ 注①②

嚇 劃

劃 廓～

～

～

～

【【教教ええてて！！会会長長!!!!  VVooll..7777】】
「「ＰＰＥＥＥＥＫＫ」」ににつついいてて」」

ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠用用材材料料（（ⅢⅢ）） ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠用用材材料料（（ⅤⅤ））

点点数数 1,550点 1,815点

適適用用
部部位位

冠冠

６番
（上下顎両側７番が全て残存し、左右の咬合支持

があり、過度な咬合圧がかからない患者。）

※歯科用金属アレルギーを有する患者の場合は
第３大臼歯を含めたすべての大臼歯（６、７、８番）

すべての大臼歯
（６、７、８番）
※ブリッジ不可

適適用用
部部位位

イイ
ンン
レレ
｜｜

６番 複雑窩洞
（上下顎両側７番が全て残存し、左右の咬合支持

があり、過度な咬合圧がかからない患者)

※歯科用金属アレルギーを有する患者の場合は
すべての大臼歯（６、７、８番）の複雑窩洞

×

補補管管 対象 （インレー及び歯科用金属アレルギーを有する患者の場合は除く）

内内面面処処理理
アルミナ・サンドブラスト処理及び

シランカップリング処理など
サンドブラスト処理及び

プライマー処理

カカルルテテ記記載載
製品に付属している使用した材料の名称及びロット番号等を
記載したシール等をカルテに添付するなど保存、管理する。

「「ＰＰＥＥＥＥＫＫ冠冠にに関関すするる基基本本的的なな考考ええ方方（（第第 11  報報））」」

ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠用用材材料料（（ⅢⅢ））とと
ＰＰＥＥＥＥＫＫブブロロッックク（（ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠用用材材料料（（ⅤⅤ））））のの比比較較

義歯フテキ

・本紙12月号８面【教えて！会長!! Vol.77】「ＰＥＥＫ」について」

・本紙１月号８面【教えて！会長!! Vol.78】「ＰＥＥＫ冠に関する基本的な考え方」

・「ＰＥＥＫ冠に関する基本的な考え方（第 1 報）」公益社団法人日本補綴歯科学会

（９） 第６４６号 ２０２４年（令和６年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　
入
会
の
き
っ
か
け
は
勤
務
医
時
代

　
入
会
の
き
っ
か
け
は
勤
務
医
時
代

―
早
坂
副
会
長
（
以
下
、
早

坂
）　
ま
ず
、
先
生
方
が
協
会

を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

▼
千
葉
先
生
（
以
下
、
千
葉
）

協
会
を
初
め
て
知
っ
た
の
は

病
院
の
歯
科
・
口
腔
外
科
で
研

修
医
を
し
て
い
た
時
で
す
。
保

険
医
と
し
て
「
保
険
診
療
の
ル

ー
ル
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
こ

と
は
ま
ず
い
」
と
気
付
き
、
ま

た
、
歯
科
・
口
腔
外
科
に
在
籍

し
て
い
た
の
で
一
般
歯
科
に
関

す
る
知
識
が
浅
か
っ
た
た

め
、
そ
こ
を
補
い
た
い
と
意
識

し
た
こ
と
も
あ
り
、
入
会
を
決

め
ま
し
た
。

▼
三
浦
先
生
（
以
下
、
三
浦
）

私
も
研
修
医
時
代
に
協
会
を

知
り
ま
し
た
。
院
長
の
先
生
か

ら
協
会
主
催
の
講
習
会
を
紹
介

い
た
だ
き
、
参
加
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、
同
じ

く
歯
科
医
師
の
夫
が
開
業
す
る

時
に
先
輩
方
か
ら
、「
協
会
の

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
な

ど
の
冊
子
が
わ
か
り
や
す

く
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ

る
」
な
ど
の
お
話
を
伺
い
、
夫

と
入
会
し
ま
し
た
。

「
レ
ス
ポ
ン
ス
が
早
い
」の
は
協
会
の
特
色

「
レ
ス
ポ
ン
ス
が
早
い
」の
は
協
会
の
特
色

―
早
坂
　
入
会
後
の
協
会
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

▼
千
葉　
開
業
９
カ
月
後
に
新

規
指
導
を
迎
え
ま
し
た
が
、開

 

「
双
方
向
」の
側
面
か
ら
協
会
を
利
用

「
双
方
向
」の
側
面
か
ら
協
会
を
利
用

―
坪
田
（
以
下
、
坪
田
）　
そ

の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
に
協
会
を

活
用
し
て
い
ま
す
か
。

▼
三
浦　
利
率
な
ど
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
保
険
医
年
金
に
加
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
が
無

料
登
録
で
き
る
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
に
は
、
患
者
ト
ラ
ブ
ル
と
対

応
方
法
な
ど
が
事
例
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
自
院
で
の
想
定
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

―
坪
田
　
先
生
か
ら
の
質
問
や

　
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
行
政
に

　
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
行
政
に

―
早
坂
　
協
会
は
、
国
会
議

員
と
行
政
へ
の
要
請
や
懇
談
な

ど
を
通
じ
て
歯
科
医
療
の
充
実

・
改
善
活
動
を
行
う
団
体
で
す

が
、
そ
の
活
動
は
会
員
の
目
に

ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
ま
す
か
。

▼
千
葉　
「
東
京
歯
科
保
険
医

新
聞
」
の
記
事
を
通
じ
、
幅
広

く
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
、
協

会
の
活
動
に
注
目
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼
三
浦
　
会
員
の
声
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
伝
え
て
い
る
印
象
が
強

い
で
す
。
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う

な
要
望
を
出
す
と
私
た
ち
に
還

元
さ
れ
る
の
か
、
歯
科
医
療
が

や
り
や
す
く
な
る
か
を
考
え
、

行
政
に
届
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
都
内
の
歯

科
医
師
の
〝
現
場
の
声
〞
を
吸

い
上
げ
行
政
に
届
け
て
ほ
し
い

で
す
。

―
坪
田
　
歯
科
医
業
を
支
え
る

サ
ポ
ー
ト
提
供
体
制
は
協
会
の
重

要
な
役
割
で
す
。
ま
た
、
診
療
報

酬
改
定
と
の
関
連
で
、
保
険
診
療

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
先
生
が

正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
行
政
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。
本
日
は
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
指

摘
の
あ
り
ま
し
た
協
会
の
諸
活
動

に
は
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

臨
床
の
た
め
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
日

々
の
歯
科
診
療
に
必
要
な
カ
ル
テ

の
書
き
方
、
保
険
点
数
の
請
求
の

仕
方
な
ど
を
あ
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
検
討
中
で
す
。
さ
ら

に
、
初
診
の
患
者
さ
ん
の
処
置
の

流
れ
、
歯
周
疾
患
の
保
険
の
流
れ

や
保
険
請
求
の
方
法
な
ど
を
解
説

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
提
供
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
臨
床
や
保
険
請
求
に

は
大
学
で
習
わ
な
い
こ
と
も
多
い

の
で
、
協
会
が
一
定
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
完
）

※
座
談
会
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
公
開
中
。

―
歯
科
医
師
を
引
退
し
て
１
年
少
々
経

ち
ま
す
が
、
引
退
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
ど
う
振
り
返
り
ま
す
か
。

も
う
少
し
早
く
や
め
て
も
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
ろ
い

ろ
な
身
体
の
衰
え
が
出
て
き
て
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

中
野
中
野 

多
美
子
さ
ん（
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
多
摩
・
元
協
会
会
員
）

多
美
子
さ
ん（
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
多
摩
・
元
協
会
会
員
） 
 

ー
後
編

ー
後
編

退
き
際
の
思
考

退
き
際
の
思
考 

歯
科
医
師
を
や
め
る

歯
科
医
師
を
や
め
る

1010
年
越
し
の
夢
叶
え
た
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

年
越
し
の
夢
叶
え
た
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

 

「神
様
か
ら
２
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
」

「神
様
か
ら
２
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
」

う
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
は
65
歳
あ
た

り
を
目
途
に
引
退
す
る
ほ
う
が
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

―
歯
科
医
師
人
生
の
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
医
療
の
仕
事
は
好
き
で
し

た
。
よ
い
歯
科
医
師
人
生
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
人
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。

よ
い
思
い
出
も
、
そ
う
で
な
い
思
い
出

も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
も
の
は
、
引
退
す
る
前
に
い

た
だ
い
た
手
紙
で
す
。
そ
の
方
は
と
て

も
美
し
い
女
性
で
し
た
が
、
口
腔
内
に

は
ほ
と
ん
ど
残
存
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
若
い
頃
、
多
く
の
歯
を
抜
歯
さ

れ
、
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
以
来
、
な
か
な
か
治
療
に

行
け
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
方

か
ら
、「
先
生
と
巡
り
会
え
て
本
当
に

よ
か
っ
た
」
と
心
の
こ
も
っ
た
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
あ
る
患
者
さ
ん
た
ち
と
の
出
会
い
―

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
は
じ
ま
り

―
現
在
の
目
標
は
？

ま
ず
は
ワ
イ
ン
作
り
と
い
う
、
歯
科

医
療
と
は
ま
っ
た
く
違
う
方
向
に
進
ん

だ
の
で
、
周
囲
の
皆
さ
ん
は
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。
私
は
神
様
か
ら
二
つ
の

チ
ャ
ン
ス
、
つ
ま
り
私
は
二
度
も
人
生

を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
目
標
と
し
て
は
、
経
営
的
に

会
社
を
き
ち
ん
と
し
た
規
模
、
形
態
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
今
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
中
で
畑
を
担
当
し
て
い

る
の
で
す
が
、
畑
や
農
地
を
大
き
く
し

て
い
く
と
か
、
ワ
イ
ン
の
品
質
も
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
ワ
イ
ン

づ
く
り
を
選
ん
だ
理
由
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

最
初
は
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
楽
し
む

だ
け
の
〝
ノ
ム
リ
エ
〞
で
し
た
。
た

だ
、
大
好
き
な
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
く

う
ち
に
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
体
系
的
に

勉
強
し
た
く
な
り
、
い
く
つ
か
の
ワ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
に
10
年
ほ
ど
通
い
ま
し

た
。
ま
た
、
私
の
医
院
に
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
方
た
ち
が
患
者
さ
ん
と
し
て
来

院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
が
年

を
重
ね
た
時
に
働
く
場
を
作
り
た
い
、

そ
の
方
た
ち
が
作
っ
た
ブ
ド
ウ
で
ワ
イ

ン
を
作
り
た
い
と
い
う
の
が
、
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
多
摩
を
設
立
し
た
目
的
で
す
。

人
間
は
社
会
と
関
わ
る
こ
と
で
、
自
分

の
価
値
や
存
在
意
義
を
必
ず
見
出
し
て

い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
者

の
方
々
が
高
齢
に
な
っ
て
仕
事
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
経
済
的
な

面
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
と
い
う
面
か
ら
、
畑
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ブ
ド

ウ
に
袋
を
か
け
た
り
、
草
刈
り
を
し
た

り
、
畑
の
作
業
は
能
力
に
応
じ
た
仕
事

の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。

現
在
、
東
京
都
は
、
就
労
に
困
難
を
抱

え
る
方
が
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

他
の
従
業
員
と
と
も
に
働
い
て
い
る
社

会
的
企
業
の
こ
と
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ

ー
ム
と
位
置
付
け
て
い
て
、
今
は
そ
の

認
証
を
受
け
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

―
現
在
の
お
仕
事
で
最
近
、
一
つ
夢
が

叶
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

構
想
か
ら
10
年
か
け
て
、
つ
い
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
た
ち
が
手
掛
け
た

ワ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く

一
つ
の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
ワ
イ

ン
ボ
ト
ル
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
皆

さ
ん
の
似
顔
絵
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
ラ
ベ

ル
）
を
付
け
ま
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ

た
も
の
を
外
で
売
る
ま
で
の
一
連
の
流

れ
が
大
切
な
の
で
、
こ
れ
を
店
頭
で
販

売
し
て
１
つ
の
仕
事
が
完
結
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

―
先
生
と
同
じ
よ
う
に
、
引
退
の
時
期

を
考
え
て
い
る
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
そ
う
し
た
方

々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
院
を
引
き
渡
す
相
手
を
尊
重
し
て

な
る
べ
く
速
や
か
に
身
を
引
く
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
私
だ
け
で
は
な
く
、

身
体
の
衰
え
は
65
歳
前
後
の
多
く
の
人

が
直
面
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
引
退
を
す
る
に
し
て
も
３
年
、
５

年
と
準
備
の
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
引
退
の
時
期
と
、
引
き
継
ぐ

相
手
な
ど
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

歯
科
医
師
と
し
て
の
〝
引
退
〞
に

着
目
し
た
本
企
画
。
す
で
に
歯
科
医

療
の
第
一
線
を
退
い
た
先
生
や
、
引

退
を
考
え
て
い
る
先
生
に
お
話
を
伺

い
、
引
退
を
決
意
し
た
理
由
や
、
医

院
承
継
の
苦
労
、
現
在
の
生
活
な
ど

を
深
堀
り
し
ま
す
。
今
回
は
、
前
号

に
引
き
続
き
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
多
摩
」
の
専
務
と
し
て
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
中
野
多
美
子

さ
ん
の
後
編
。
歯
科
医
師
を
引
退
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ワイナリーで仲間とともにワイナリーで仲間とともに

（左から）坪田有史会長、三浦美乃先生、千葉隼人先生、早坂美都副会長

業
当
初
か
ら
、保
険
診
療
で
分

か
ら
な
い
点
は
初
歩
的
な
こ
と

で
も
、す
ぐ
協
会
に
電
話
相
談

し
、解
決
し
て
い
た
た
め
、自
信

を
持
っ
て
新
規
指
導
に
臨
め
ま

し
た
。協
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

担
当
の
先
生
や
事
務
局
が
身
近

な
存
在
で
、初
歩
的
な
こ
と
で

も
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
、保

険
診
療
に
関
し
て
も
理
解
が
深

ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
三
浦　
協
会
は
、
保
険
診
療

の
疑
問
点
に
「
今
、
答
え
が
ほ

し
い
」
時
に
は
す
ぐ
対
応
し
て

も
ら
え
、
レ
ス
ポ
ン
ス
が
早
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。

相
談
と
い
う
自
発
的
・
能
動
的

な
側
面
。
協
会
か
ら
発
信
す
る

情
報
を
受
け
取
る
受
動
的
な
側

面
。
こ
の
双
方
向
の
側
面
か
ら

協
会
を
利
用
し
て
い
る
の
で
す

ね
。

今の協会から近未来の協会を展望する

なぜ、私私が協会に

今の協会から近未来の協会を展望する

これからの歯科医療を担う若手会員に聞くこれからの歯科医療を担う若手会員に聞く

　今後の歯科医療を担う世代である協会会員の
千葉隼人先生（36歳・杉並区）、三浦美乃先生 
（35歳・豊島区）が、入会のきっかけや協会の
活用、今後の歯科医療と協会のあり方などをめ
ぐり坪田有史会長と懇談した。司会は、広報・
ホームページ部の早坂美都副会長。

本座談会は、協会の設立50周年誌「現在 過去 未来へ 3～
歩みを顧み、明日に望む～」に掲載されています。冊子
をご希望の方は、広報・ホームページまでお問い合わせ
ください（☎03-3205-2999）。※数には限りがございます。
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２
０
２
３
年
中
に
保
険
医
年
金
を
解
約
さ
れ
た
方
、
お
よ

び
受
給
を
さ
れ
た
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

Ⅰ
保
険
医
年
金
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
ご
案
内

【
年
金
を
解
約
し
た
場
合
】

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当
分
が
「
一
時

所
得
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
利
息
相
当
分
合
計
が
50
万
円

以
内
の
場
合
は
非
課
税
で
す
が
、
他
の
一
時
所
得
の
対
象
と
な

る
も
の
と
合
算
し
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
50
万
円
を
差
し

引
い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
年
金
を
受
給
し
た
場
合
】

　
受
け
取
り
額
の
利
息
相
当
部
分
が
雑
所
得
に
な
り
ま

す
。
他
の
所
得
と
一
緒
に
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
11
月
度
の
お
支
払
通
知
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
（
掛
金
）
の
控
除
に
つ
い
て
】

　
保
険
医
年
金
は
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
個
人

年
金
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
人
の
経
費

に
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ⅱ
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

【
保
険
医
年
金
】

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た

積
立
金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
ご
希
望
の
方
に
の
み
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
共
済
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
11
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
一
度
、
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
翌
年
以
降
、

自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
あ
た
ら
な
い
た
め
、
生
命

保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
第
２
休
業
保
障
（
団
体
所
得
補
償
保
険
）】

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
下
旬
に
㈱
ア
サ
カ
ワ

保
険
事
務
所
か
ら
送
付
い
た
し
ま
し
た
（
損
害
保
険
料
控
除

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

Ⅲ
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ

2
０
２
３
年
秋
に
保
険
医
年
金
に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ

た
方
で
、
2
０
２
３
年
12
月
25
日
の
掛
金
が
未
入
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
至
急
、
協
会
指
定
口
座
へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９（
共
済
部
）

　地域医療研究会を開催

歯科だけでなく多職種連携を歯科だけでなく多職種連携を

歯科訪問診療の重要ポイントを解説

  

医
科
歯
科
連
携
研
究
会

　「
社
会
と
の
共
生
が
重
要
」と
訴
え
る

11
月
20
日
、
杉
並
区
歯
科
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
医
長
の

福
井
智
子
氏
を
招
き
、「
最
期

ま
で
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
い

る
た
め
に
〜
地
域
に
溶
け
込

む
た
め
の
ヒ
ン
ト
〜
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
医
療
研
究
会
を
開
催

し
た
。

福
井
氏
は
実
際
の
症
例
を
基

に
、
歯
科
訪
問
診
療
時
の
持
ち

物
の
ほ
か
、
治
療
時
の
体
位
の

決
定
の
仕
方
が
ス
ム
ー
ズ
な
治

療
を
進
め
る
上
で
重
要
で
あ
る

と
伝
え
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
し
て

い
る
か
の
紹
介
も
あ
り
、
歯
科

だ
け
で
は
な
く
、
多
職
種
連
携

の
必
要
性
に
触
れ
、「
積
極
的

な
訪
問
診
療
を
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
術
者
・
患
者
の
姿

勢
、
症
例
を
写
真
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
外
来

で
も
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
増

加
し
て
い
る
の
で
、
日
々
の
診

療
に
活
か
し
た
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
本
講
習
会
の
様
子
を

収
め
た
動
画
を
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
に
１
月
12
日
頃
ま
で
会
員
限

定
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
医
療
部
で
は
「
こ
れ
か

ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習

会
」
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
歯

科
訪
問
診
療
を
始
め
る
先
生
を

後
押
し
す
る
講
習
会
を
開
催
し

て
い
る
。
予
定
が
決
ま
り
次

第
、
機
関
紙
や
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
で
お
伝
え
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

福井智子氏

11
月
19
日
、「
認
知
症
の
診
断

と
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
」

を
テ
ー
マ
に
、
当
協
会
、
東
京

保
険
医
協
会
、
千
葉
県
保
険
医

協
会
の
共
催
に
よ
る
医
科
歯
科

連
携
研
究
会
２
０
２
３
を
開

催
。
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ
せ

て
88
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
粟
田
主
一
氏
（
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研

究
所
認
知
症
未
来
社
会
創
造
セ

ン
タ
ー
長
）
が
登
壇
し
、
認
知

症
の
分
類
や
自
身
が
行
っ
た
高

島
平
で
の
調
査
結
果
を
解
説
。

認
知
症
患
者
が
安
全
・
安
心
で

自
立
度
の
高
い
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
社
会
と
の
共
生
が
重

要
で
あ
り
、
地
域
と
の
繋
が
り

を
作
る
場
や
そ
の
担
い
手
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
と
述
べ
た
。

対
応
可
能
な
医
療
機
関
へ
紹
介
を

続
い
て
、
春
日
井
昇
平
氏

（
総
合
南
東
北
病
院
顎
顔
面
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
）
が
講
演
を
行
い
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
で
長
期
良
好

な
予
後
を
得
る
た
め
の
鍵
は
検

査
・
診
断
・
治
療
計
画
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
埋
入
手
術
（
骨
造

成
）、
補
綴
治
療
お
よ
び
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
る
と
し
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
に
つ
い
て

は
、
医
原
性
疾
患
で
あ
っ
て
発

症
の
防
止
が
可
能
と
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
、
自
院
で
の
対

応
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
患
者
を
対
応
可
能
な
医
療

機
関
へ
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
説

明
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
注
意
点

に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
改
め
て

認
知
症
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
な

ど
好
評
で
あ
っ
た
。

認知症患者認知症患者
自立の鍵は自立の鍵は

12
月
９
日
、「
保
険
で
よ
い
歯

を
」
東
京
連
絡
会
が
記
念
講
演

と
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
講

師
に
山
口
県
保
険
医
協
会
・
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
理
事
の

深
井
修
一
氏
を
お
招
き
し
、「
歯

科
技
工
問
題
に
つ
い
て
〜
歯
科

医
師
・
歯
科
技
工
士
が
と
も
に

成
り
立
つ
診
療
報
酬
の
実
現
を

〜
」を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。
そ

の
中
で
深
井
氏
は
、７
：
３
告

示
の
歴
史
的
背
景
か
ら
歯
科
技

工
問
題
の
現
状
を
説
明
し
、
歯

科
技
工
問
題
へ
の
取
り
組
み
が

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
へ
の
突

破
口
で
あ
る
と
述
べ
た
。

 

歯
科
技
工
問
題
の
解
決
が

歯
科
技
工
問
題
の
解
決
が

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
の
突
破
口

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
の
突
破
口

　
　
深
井
修
一
氏
が「
よ
い
歯
」東
京
連
絡
会
の
講
演
で

参
加
者
か
ら
は
「
総
枠
拡
大

を
し
て
も
歯
科
技
工
士
に
適
正

な
金
額
が
行
き
渡
ら
な
い
の
で

は
」な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

総
会
で
は
活
動
報
告
、
活
動

方
針
、
決
算
報
告
、
予
算
案
の

提
案
な
ど
が
行
わ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
は
世
話
人
会
に
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
。
お
問
い

合
せ
は
協
会
「
よ
い
歯
」
連
絡

会
担
当
ま
で
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３

―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
）。

当選者の当選者の友廣友香子先生（左）友廣友香子先生（左）
右は訪問した早坂美都副会長右は訪問した早坂美都副会長

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
抽
選
会

に
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正

な
る
抽
選
の
結
果
、
当
選
さ
れ

た
25
名
の
先
生
に
は
景
品
を
お

  

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
40
周
年
記
念
抽
選
会

    

高
級
ギ
フ
ト
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
級
ギ
フ
ト
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!!!

届
け
い
た
し
ま
し
た
。

◆
３
月
か
ら
春
の
共
済
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

今
年
も
３
月
か
ら
春
の
共
済

募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
受
託
生
保
会
社

４
社
（
太
陽
生
命
、
富
国
生
命
、

大
樹
生
命
、
明
治
安
田
生
命
）

の
職
員
が
訪
問
し
、
共
済
制
度

の
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

♥
当
選
し
た
友
廣
友
香
子
先
生

（
練
馬
区
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
♥

当
選
し
て
嬉
し
い
で
す
。

休
業
保
障
は
所
得
に
連
動
せ

ず
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

と
、
代
診
を
置
い
て
も
給
付
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
他
に
も
保
険
医
年

金
は
定
期
預
金
よ
り
も
利
率
が

良
く
、
掛
金
の
安
い
グ
ル
ー
プ

生
命
保
険
な
ど
も
あ
り
、
様
々

な
保
障
が
あ
る
こ
と
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
こ
と
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
が
、
不
測
の
事
態
が
よ

く
起
こ
る
の
で
、
共
済
制
度
で

し
っ
か
り
備
え
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
診
療
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
共
済
制
度
を
活
用
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

11
月
25
日
、
第
２
回
学
術
ベ

ー
シ
ッ
ク
講
座
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と

協
会
会
議
室
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
開
催
。
会
場
参
加

３
名
を
含
む
７
名
が
参
加
し
た
。

「
外
来
か
ら
訪
問
診
療
に
渡
る

患
者
管
理
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
〜
長

期
に
渡
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
管
理
か
ら
訪

第
２
回
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座
を
開
催

問
口
腔
リ
ハ
管
理
ま
で
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
協
会
副
会
長
の
馬

場
安
彦
氏
が
講
演
し
た
。

　
講
義
で
は
、
２
０
２
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
中
医

協
で
議
論
し
て
い
る
「
歯
科

疾
患
の
重
症
化
予
防
」
や
「
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
口
腔

機
能
の
管
理
」
の
概
要
に
も
触

れ
、
各
種
訓
練
や
ミ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
。

多
職
種
連
携
の
方
法
も
解
説
。

ま
た
、
関
連
す
る
診
療
報
酬
の

請
求
方
法
に
も
言
及
し
た
。

　
最
後
に
、「
歯
科
医
師
は
歯

科
衛
生
士
と
と
も
に
、
口
腔
の

専
門
家
と
し
て
、
多
職
種
と
連

携
し
な
が
ら
知
識
と
臨
床
技
術

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
常
に
必

要
で
あ
る
」
と
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
国
が
目

指
そ
う
と
し
て
い
る
歯
科
治
療

の
方
向
性
と
情
勢
、
口
腔
機
能

評
価
の
現
場
の
様
子
、
高
齢
者

や
認
知
症
患
者
に
対
す
る
治
療

の
経
験
談
や
心
が
け
る
点
な
ど

多
く
の
実
例
の
説
明
が
あ
り
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
、

好
評
な
内
容
で
あ
っ
た
。

馬場安彦副会長

多
職
種
連
携
の
重
要
性
と
実
践
方
法
に
言
及

多
職
種
連
携
の
重
要
性
と
実
践
方
法
に
言
及



日
本
に
お
け
る
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差
は
約
10
歳
。
こ

の
差
の
縮
小
は
、
私
た
ち
の
生

活
の
質
と
社
会
保
障
制
度
維
持

の
た
め
に
大
切
で
す
。
健
康
寿

命
延
伸
は
生
活
習
慣
病
発
症
や

重
症
化
予
防
、
つ
ま
り
食
事
や

運
動
、
喫
煙
、
飲
酒
、
休
養
が

深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

運
動
に
焦
点
を
当
て
る
と
、

う
つ
病
へ
の
運
動
療
法
は
、
質

が
高
い
と
定
評
の
あ
る
コ
ク
ラ

ン
レ
ビ
ュ
ー
で
は
中
等
度
の
臨

床
効
果
が
あ
り
と
な
っ
て
い
ま

す*

1
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

高
血
圧
治
療
に
効
果
が
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
に

よ
る
血
糖
値
低
下
で
慢
性
炎
症

が
減
り
、
ガ
ン
の
発
症
率
も
下

が
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ゆ
っ

く
り
し
た
運
動
は
副
交
感
神
経

を
優
位
に
し
、
身
体
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
、
睡
眠
の
質
が
向
上

し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
違
い
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
常
に
片
足
が
地
面
に
着
地

し
、
足
や
腰
に
負
担
が
少
な
い

こ
と
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
消

費
カ
ロ
リ
ー
や
血
流
量
が
多

く
、
運
動
負
荷
が
大
き
い
で

す
。
少
し
動
い
た
だ
け
で
身
体

が
温
か
く
な
る
よ
う
に
、
少
し

の
運
動
で
も
何
も
し
な
い
よ
り

は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

以
前
読
ん
だ
書
籍*

2
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
運
動
に
よ
る
脳
内
分
泌
物

質
の
研
究
で
は
、
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
が
や
る
気
を
出
し
、
前

向
き
な
気
持
ち
に
し
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
は
不
安
を
軽
減
。
脳

由
来
神
経
栄
養
因
子
は
神
経
を

繋
が
り
や
す
く
し
、
脳
を
発
達

さ
せ
る
そ
う
で
す
。
脳
の
大
き

さ
は
25
歳
を
過
ぎ
る
と
縮
小
が

始
ま
り
ま
す
。
記
憶
に
関
わ
る

海
馬
も
毎
年
１
％
ず
つ
小
さ
く

な
り
、
記
憶
力
が
徐
々
に
低
下

し
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
に
よ

っ
て
海
馬
が
大
き
く
な
る
と
い

う
研
究
も
あ
り
ま
す
。
研
究
で

は
心
拍
数
の
上
が
る
持
久
系
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
週
３
回
40
分
間

の
早
足
）
が
海
馬
を
増
大
し
た

と
報
告
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
運
動
す
る
と
ド

ー
パ
ミ
ン
の
分
泌
が
促
進
さ

れ
、
集
中
力
向
上
や
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
の
分
泌
量
が
運
動
前
よ
り
も

減
少
し
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
筋
ト
レ

で
も
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
有

酸
素
運
動
の
方
が
よ
り
効
果
的

で
、
理
想
は
週
３
回
45
分
以
上

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
山

中
伸
弥
先
生
は
朝
10
㎞
走

り
、
今
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
今
は

サ
ブ
ス
リ
ー
（
※
）
で
走
れ
ま

せ
ん
が
、
健
康
と
脳
ト
レ
の
た

め
に
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

※
＝
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
３
時
間
以
内

で
完
走
す
る
こ
と

（
参
考
文
献
）

*

1C
o
ch
ra
n
e
 L
ib
ra
ry

／

「E
xercise for depression

」

（
２
０
１
３
年
９
月
12
日
公
開
版
）

*

2
「
運
動
脳
」（
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ
ン
セ

ン
著
／
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
刊
）

運動で脳機能が向上？

岡田 尚彦
（理事／世田谷区）

表　歯科用貴金属の随時改定に伴う保険請求（技術料＋材料料）点数

区分 点数
（1～３月） 区分 点数

（1～３月）

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

大臼歯

555 

銀
合
金

インレー（単純）

大臼歯

214 
インレー（複雑） 959 インレー（複雑） 325 
4/5冠 1,159 4/5冠 363 
全部金属冠 1,523 全部金属冠 520 
インレー（単純）

前歯・小臼歯

438 インレー（単純）

乳歯・前歯・
小臼歯

205 
インレー（複雑） 778 インレー（複雑） 315 
3/4冠 980 3/4冠 408 
4/5冠 920 4/5冠 348 
全部金属冠 1,219 全部金属冠 502 

接着冠
前歯 980 

接着冠
前歯 408 

小臼歯 920 小臼歯 348 
大臼歯 1,159 大臼歯 363 

根面被覆
大臼歯 555 

根面被覆
大臼歯 214 

前歯・小臼歯 438 前歯・小臼歯 205 
レジン前装金属
冠

前歯
2,127 レジン前装金属

冠
前歯

1,280  
小臼歯 小臼歯

鋳造ポンティッ
ク

大臼歯 1,665 鋳造ポンティッ
ク

大臼歯
486 

小臼歯 1,361 小臼歯

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,920 
レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,247 
小臼歯 1,561 小臼歯 701 
大臼歯 1,725 大臼歯 561 

双子鉤（鋳造鉤）
小・大臼歯 1,239 キーパー付き根

面板
大臼歯 624 

犬歯・小臼歯 1,025 前歯・小臼歯 614 

二 腕 鉤（ 鋳 造
鉤）（レスト付）

大臼歯 910 
メタルコア

大臼歯 260 
犬歯・小臼歯 822 前歯・小臼歯 202 
前歯 780 

14
K

インレー（複雑） 前歯 1,463 

コンビネーショ
ン鉤

前歯 508 3/4冠 前歯 1,843 
犬歯・小臼歯 530 

双子鉤（鋳造鉤）
小・大臼歯 1,783 

大臼歯 574 犬歯・小臼歯 1,498 
キーパー付き根
面板

大臼歯 1,258 
二腕鉤（鋳造鉤）

大臼歯 1,478 
前歯・小臼歯 1,077 犬歯・小臼歯 1,189 

鋳造バー 2,035 前歯 970 

ローチの
バークラスプ

１歯 1,219 
線鉤

双子鉤 953 

２歯以上 1,239 二腕鉤
（レスト付） 719 

　2024年1月から金パラの告示価格は1gあたり3,095円から3,037円に引き
下げになりました。30gあたり91,110円となり、現行の92,850円から1,740
円の引き下げです。また、銀合金・メタルコア、14カラット金合金について
は引き上げとなりました。点数が以下の通り変更されます。

11
月
29
日
、
財
務
省
が
マ
イ

ナ
ス
改
定
へ
の
圧
力
を
強
め
る

中
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
、
坪
田
有
史
会
長

と
早
坂
美
都
副
会
長
が
会
員
の

署
名
を
携
え
国
会
議
員
に
要
請

を
行
っ
た
。「
物
価
は
上
が
っ

て
い
る
の
に
点
数
が
上
が
ら
な

い
の
で
は
、
医
療
機
関
の
経
営

が
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
の
会

員
の
声
を
紹
介
し
、
大
幅
な
プ

ラ
ス
改
定
を
各
議
員
に
強
く
求

め
た
。
議
員
か
ら
は
「
医
療
機

関
の
経
営
は
厳
し
く
、
診
療
報

酬
を
引
き
上
げ
る
べ
き
」「
次

期
改
定
で
診
療
報
酬
を
引
き
下

げ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」

な
ど
、
協
会
の
主
張
に
賛
同
す

る
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
現
行
の
保

険
証
の
存
続
を
求
め
る
署
名
も

提
出
し
、
当
該
署
名
は
川
田
龍

平
議
員
と
鈴
木
庸
介
議
員
に
託

し
た
。

な
お
、
要
請
を
行
っ
た
国
会

議
員
は
以
下
の
通
り
。
＊
は
秘

書
対
応
（
順
不
同
、敬
称
略
）。

【
衆
議
院
】
越
智
隆
雄（
自
民
）、渡

辺
孝
一（
自
民
）、牧
原
秀
樹（
自

民
）
＊
、盛
山
正
仁（
自
民
）
＊
、

鈴
木
庸
介（
立
憲
）、
山
岸
一
生

（
立
憲
）
＊
、
松
原
仁（
無
所
属
）

【
参
議
院
】
川
田
龍
平（
立
憲
）

引
き
上
げ
を
求
め
る
署
名

全
国
で
１
万
筆
を
超
え
る

翌
30
日
に
は
、「
医
師
・
歯

科
医
師
の
声
を
聞
い
て
！
患

者
負
担
軽
減
・
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
国
会
内

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ
せ
て
197
名
が
集

っ
た
。
特
別
講
演
を
行
っ
た
竹

田
智
雄
保
団
連
副
会
長
は
、
診

療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
署

名
が
１
万
筆
を
超
え
た
こ
と
を

報
告
し
た
上
で
、
医
療
経
済
実

態
調
査
の
結
果
で
は
歯
科
診
療

所
の
コ
ロ
ナ
後
の
収
支
差
の
平

均
が
コ
ロ
ナ
前
を
下
回
っ
て
い

る
点
を
指
摘
し
、
す
べ
て
の
医

療
機
関
を
守
る
た
め
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
と
窓
口
負
担
の

軽
減
を
強
く
訴
え
た
。
次
期
診

療
報
酬
の
改
定
率
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
引
き
続
き
協
会
は
行

政
に
要
請
し
て
い
く
。

診療報酬の引き上げは不十分 署名を携え議員に要請
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２
２
年
４
月
に
衆
議
院
総
務
委

員
会
で
オ
ン
資
義
務
化
に
関
す

る
議
論
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
療
担
規
則
の
改
正
だ
け
で

義
務
化
し
た
理
由
を
説
明
す
る

こ
と
」
と
い
う
要
望
を
行
っ

た
。
今
回
、
国
側
は
前
提
と
し

て
「
国
会
の
議
論
は
、
オ
ン
資

義
務
化
の
結
論
を
左
右
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
し
た
う
え

で
、
国
会
の
議
論
と
療
担
規
則

の
改
正
は
「
矛
盾
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
主
張
。
国
側
は
自

ら
引
き
合
い
に
し
て
き
た
主
張

を
翻
す
回
答
を
行
い
、
原
告
団

側
の
小
野
高
広
弁
護
士
は
「
前

言
撤
回
の
よ
う
な
主
張
に
な
っ

て
お
り
驚
い
た
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、
国
側
は
保
団
連
が

実
施
し
た
オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル
ア

ン
ケ
ー
ト
は
「『
重
大
な
ト
ラ

ブ
ル
』
の
具
体
的
な
内
容
や
実

態
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
い
え

な
い
」
と
主
張
。
原
告
団
側
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
を
行
う
こ
と
な
ど
の
義
務
が

な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴

訟
の
第
４
回
口
頭
弁
論
が
12
月

７
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
大

法
廷
（
103
号
法
廷
）
で
行
わ
れ

た
。
協
会
理
事
の
橋
本
健
一
氏
、

会
員
の
成
田
優
氏
ら
を
含
む
原

告
団
24
人
が
参
加
し
、
75
人
ほ

ど
が
傍
聴
席
か
ら
見
守
っ
た
。

前
回
、
岡
田
幸
人
裁
判
長
は

国
側
の
書
面
に
対
し
、「
２
０

二
関
辰
郎
弁
護
士
は
、「
現
場

の
声
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
に

強
く
反
論
し
て
い
く
」
と
力
を

込
め
て
述
べ
、
引
き
続
き
医
療

機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
実
態
を
寄
せ

て
ほ
し
い
と
全
国
の
保
険
医
に

呼
び
か
け
た
。

診
療
の
合
間
を
縫
っ
て
駆
け

付
け
た
成
田
氏
は
、「
皆
さ
ん

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
一
度
は
原
告
団
の
一
人
と

し
て
見
守
り
た
い
と
思
う
気
持

ち
で
裁
判
所
に
出
向
い
た
」
と

話
し
、「
弁
護
士
の
先
生
が
原

告
の
主
張
を
論
理
的
に
整
理
し

て
く
れ
て
素
晴
ら
し
い
。
原
告

団
の
先
生
方
の
患
者
さ
ん
を
思

う
熱
い
気
持
ち
、
診
療
に
対
す

る
謙
虚
で
真
摯
な
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
。
一
刻
も
早
く
訴
訟

が
決
着
し
て
ほ
し
い
」
と
思
い

を
明
か
し
た
。

次
回
、
第
５
回
口
頭
弁
論
は

２
月
29
日
に
行
わ
れ
る
。

診療所の受付に署名用紙―。
積極的に取り組む先生も姿も

集まった署名の束。東京都内ほか各
地から多くの署名が集まった

署名は署名は５，９５０５，９５０筆に到達筆に到達

議員を通じ国会に提出議員を通じ国会に提出
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２０２３年（令和５年）11月１日

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞

（毎月１回１日発行）

（第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

11月号7面署名企画についてイメージ図

やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ
やっぱりキミが必要だ

「現行の健康保険証を残してください」

「現行の健康保険証を残してください」　　　　　　　　にご協力をお願いします

　　　　　　　　にご協力をお願いします

　マイナンバーをめぐるトラブルが相次ぐ中、協会は健康保険証の存続を求め、請願署名に取り組み、多く

　マイナンバーをめぐるトラブルが相次ぐ中、協会は健康保険証の存続を求め、請願署名に取り組み、多く

の先生、スタッフ・患者さんにご協力いただいています。トラブルの多くは現行の健康保険証さえあれば解

の先生、スタッフ・患者さんにご協力いただいています。トラブルの多くは現行の健康保険証さえあれば解

決できるものばかりです。署名用紙、署名用紙付ポケットティッシュなどを無料でお送りしますので、右上の

決できるものばかりです。署名用紙、署名用紙付ポケットティッシュなどを無料でお送りしますので、右上の

QRから、もしくはお電話（03-3205-2999）でお申し込みください。

QRから、もしくはお電話（03-3205-2999）でお申し込みください。

お申し込みフォーム

PRポスターを会員に配布。本紙のポスター企PRポスターを会員に配布。本紙のポスター企
画にも多数の先生が協力。キャッチコピーは画にも多数の先生が協力。キャッチコピーは
「やっぱりキミ（健康保険証）が必要だ」「やっぱりキミ（健康保険証）が必要だ」

健康保険証存続請願署名の取り組み存続請願署名の取り組み
多くのご協力、誠にありがとうございます
健康保険証の存続に向け
協会は引き続き活動していきます

オン資訴訟オン資訴訟
国はトラブル調査を"軽視"国はトラブル調査を"軽視"
　傍聴席に会員の姿傍聴席に会員の姿
　　「一度は裁判所に」　　「一度は裁判所に」
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